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は じ め に 

 

 

    近年、子どもの体力・運動能力は長期的な低下傾向にあります。これは、社会

環境や生活様式の変化などにより、日常的に体を動かす機会が減り、生活習慣が

多様化していることなどが原因ではないかと言われています。 

    本県の児童生徒の状況は、「平成２０年度全国体力・運動能力、運動習慣等調

査」の体力合計点からみると、小・中学校とも全国平均をやや上回っていますが、

筋力や全身持久力など特定の体力要素が全国平均値を下回っています。また、生

活習慣や食習慣等に課題が見られることや、親の世代（昭和６０年度）と比べる

と、ほとんどの調査種目で記録が低下していることも明らかになりました。 

県教育委員会では、このような状況を踏まえ、「子どもの体力向上支援委員

会」を設置し、子どもの体力に関する調査結果の詳細な分析と、学校における具

体的方策のとりまとめを行ってまいりました。 

この「讃岐っ子元気アッププラン」は、県下の幼・小・中学校の取組事例を参

考に、望ましい体力向上の取組の在り方を提案したもので、ここには、子どもの

体力向上に向けた貴重な情報が盛り込まれております。各学校(園)におかれまし

ては、それぞれの目的に応じて御活用いただき、各学校(園)における取組の一助

としていただきますようお願いいたします。 

    最後に、本プランの作成にあたり貴重な実践資料をお寄せいただきました学校

(園)、教育委員会、関係団体の皆様、編集にご尽力いただいた「子どもの体力向

上支援委員会」「体力向上支援プログラム作成委員会」委員の皆様に心から御礼

を申し上げます。 

 

 

平成２２年３月 

香川県教育委員会 

教育長  細松英正 
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子どもの体力向上支援委員会からの提言 

 

子どもの体力向上支援委員会では、全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の検証をする

とともに、県下の子どもの体力向上に向けての課題について協議を進めてまいりました。 

ここに、香川の子どもの体力向上に向けた提言を行うとともに、各学校（園）における子ど

もの体力向上のための方策として「讃岐っ子元気アッププラン」を提案します。 

これまでも各学校、家庭、地域において子どもの体力向上に向けて熱心に取り組まれている

ところではありますが、子どもたちの体力がより一層高まり、健康でたくましく生きるための

基礎が培われるよう、学校、家庭、地域、そして行政が手を携えて、より一層取組を推進され

ることを強く希望いたします。 

 

 

 

－  香川の子どもの体力向上に向けて－ 

大人大人大人大人ががががモデルモデルモデルモデルになってになってになってになって    

『『『『ちゃんとちゃんとちゃんとちゃんと食食食食べべべべ、、、、しっかりしっかりしっかりしっかり動動動動いていていていて、、、、ぐっすりぐっすりぐっすりぐっすり眠眠眠眠るるるる』』』』    

讃岐讃岐讃岐讃岐っっっっ子子子子をををを育育育育てましょうてましょうてましょうてましょう。。。。    

 

 

○「ちゃんと食べる」 

 バランスのとれた食事、楽しい食卓（給食）を心がけましょう。 

   ・必ず朝食を食べる。 

   ・学校（園）における食に関する指導の充実を図る。 

 

○「しっかり動く」 

日常生活の中で子どもが夢中になって体を動かす環境を確保しましょう。 

    ・1 日 60 分以上は体を動かす。 

    ・子どもの成長にあわせて、体をいっぱい動かす保育、学校体育の充実を図る。 

   ・登下校など、普段から歩く習慣を身につける。 

   ・家族や仲間と楽しく遊ぶ。 

 

○「ぐっすり眠る」 

   睡眠時間を確保し、正しい生活リズムを身につけましょう。 

   ・「早寝・早起き」の習慣を身につける。 

   ・学校（園）における生活習慣づくりの全体指導・個別指導の充実を図る。 

   ・テレビやゲーム、インターネット等は時間を決めて使用する。 
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１ 讃岐っ子元気アッププランについて 
 

  「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善

について（答申）H20.1.17」では、「体力は、人間の活動の源であり、健康の維持

のほか、意欲や気力といった精神面の充実に大きくかかわっており、『生きる力』

の重要な要素である。」とし、子どもたちの体力低下について「将来的に国民全体

の体力低下につながり、社会全体の活力や文化を支える力が失われることにもなり

かねない。」と警鐘を鳴らし、総合的に調和のとれた体力の育成を図ることが重要

とされています。 

  県下の子どもたちの体力向上については、「平成２０年度全国体力・運動能力、

運動習慣等調査」の詳細な検証の結果、すべての学校（園）において、発達の段階

に則して体力そのものを向上させる取組を行うとともに、運動習慣や生活習慣・食

習慣の確立に向けた取組が重要であり、教科はもちろん特別活動や教育課程外の学

校教育活動などを相互に関連させながら、学校教育活動全体として効果的に取り組

むことが必要です。 

このような背景の中、「讃岐っ子元気アッププラン」の作成にあたって、以下の

３点を重視しました。 

①子どもの体力向上支援委員会の全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の検

証から、運動習慣だけでなく、生活習慣や食習慣の確立を目指す。 

②県内幼、小、中学校（園）の取組事例を参考にすることにより、香川の子ども

たちの実態に則したプランになるよう配慮する。 

③学校（園）生活の時間帯、学校（園）の規模、児童・生徒の発達課題等を考慮

する。 
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２ 讃岐っ子元気アッププランとキーワード 
 

NoNoNoNo    プランプランプランプラン    キーワード ﾍﾟｰｼﾞ 

１１１１    
幼児幼児幼児幼児がががが夢中夢中夢中夢中になってになってになってになって戸外遊戸外遊戸外遊戸外遊びがでびがでびがでびがで

きるきるきるきる時間時間時間時間とととと場場場場をををを用意用意用意用意するするするする。。。。    

仲間  運動遊び  戸外遊び  幼小連携  

継続した取組 育つ力 学年タイム 
８ 

２２２２    
戸外戸外戸外戸外でででで過過過過ごすごすごすごす心地心地心地心地よさをよさをよさをよさを味味味味わうわうわうわう園園園園

外保育外保育外保育外保育をををを工夫工夫工夫工夫するするするする。。。。     

歩く体験  地域のよさ  体験活動  園

外歩育 園外マップ 地域連携 
11 

３３３３    
自然自然自然自然にににに体体体体をををを動動動動かしたくなるかしたくなるかしたくなるかしたくなる園庭環園庭環園庭環園庭環

境境境境をををを工夫工夫工夫工夫するするするする。。。。    

戸外遊び   動線   環境構成の見直し  

幼児の興味関心 
13 

４４４４    
家庭家庭家庭家庭やややや地域地域地域地域とととと連携連携連携連携してしてしてして、、、、幼児幼児幼児幼児のののの体体体体

力向上力向上力向上力向上にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。     

親子で運動遊び   啓発資料  情報交

換 家庭での遊び方 遊び場マップ(ガ

イド) 
15 

幼幼幼幼

稚稚稚稚

園園園園    

５５５５    
望望望望ましいましいましいましい生活習生活習生活習生活習慣慣慣慣、、、、食習慣食習慣食習慣食習慣をををを確立確立確立確立

するするするする取組取組取組取組をををを進進進進めるめるめるめる。。。。     

生活習慣調査 全体計画 発達段階 ﾃ

ｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ 給食 保健指導・保健学

習 体験活動 個別指導 保護者地域

連携  

37 

１１１１    
体育体育体育体育のののの活動内容活動内容活動内容活動内容のののの工夫工夫工夫工夫とととと運動運動運動運動のののの質質質質

とととと量量量量をををを確保確保確保確保するするするする授業授業授業授業をををを行行行行うううう。。。。    

５分間運動  易しい運動  学習カード 

場の工夫 教材・教具  評価 
18 

２２２２    
業前業前業前業前、、、、業間等業間等業間等業間等をををを利用利用利用利用してしてしてして、、、、楽楽楽楽しくしくしくしく

体体体体をををを動動動動かすかすかすかす機会機会機会機会をををを設定設定設定設定するするするする。。。。    

時間・空間・仲間 発達段階  1 校 1

運動   運動遊びの日  委員会活動   

行事 
20 

３３３３    
自然自然自然自然にににに体体体体をををを動動動動かしたくなるかしたくなるかしたくなるかしたくなる運動環運動環運動環運動環

境境境境のののの工夫工夫工夫工夫をすをすをすをするるるる。。。。    

遊具 有効活用 掲示 学習カード 場

の工夫 環境作り 運動のさせ方 
23 

４４４４    
家庭家庭家庭家庭やややや地域地域地域地域とととと連携連携連携連携してしてしてして、、、、児童児童児童児童のののの体体体体

力向上力向上力向上力向上にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。     

保護者への啓発   授業参観  地域行

事 
25 

    

    

小小小小

学学学学

校校校校    

５５５５    
望望望望ましいましいましいましい生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣、、、、食習慣食習慣食習慣食習慣をををを確立確立確立確立

するするするする取組取組取組取組をををを進進進進めるめるめるめる。。。。     

生活習慣調査 全体計画 発達段階 ﾃ

ｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ 給食 保健指導・保健学

習 体験活動 個別指導 保護者地域

連携 

37 

１１１１    
運動習慣運動習慣運動習慣運動習慣のののの確立確立確立確立にににに向向向向けたけたけたけた体育体育体育体育のののの授授授授

業内容業内容業内容業内容のののの工夫工夫工夫工夫をををを行行行行うううう。。。。    

体つくり運動  新体力テストの活用  

トレーニング目的 運動の質と量 
28 

２２２２    運動部活動運動部活動運動部活動運動部活動のののの運営運営運営運営をををを工夫工夫工夫工夫するするするする。。。。    
新体力テストの活用  朝練習   生活

リズム  生活習慣   体や脳の活性化   

顧問との連携   
30 

３３３３    
意欲的意欲的意欲的意欲的にににに取取取取りりりり組組組組めるめるめるめる行事行事行事行事のののの工夫工夫工夫工夫をををを

行行行行うううう。。。。    

体育的行事  運動習慣  内容の工夫  

クラスマッチ 感動体験 動機付け 
33 

４４４４    
家庭家庭家庭家庭やややや地域地域地域地域とととと連携連携連携連携してしてしてして、、、、生徒生徒生徒生徒のののの体体体体

力向上力向上力向上力向上にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。     

体力要素  自主的な取組  新体力テス

ト  トレーニング効果  家庭での体つ

くり 
34 

中中中中

学学学学

校校校校    

５５５５    
望望望望ましいましいましいましい生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣、、、、食習慣食習慣食習慣食習慣をををを確立確立確立確立

するするするする取組取組取組取組をををを進進進進めるめるめるめる。。。。     

生活習慣調査 全体計画 発達段階 ﾃ

ｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ 給食 保健指導・保健学

習 体験活動 個別指導 保護者地域

連携 

37 
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３ 讃岐っ子元気アッププランの活用について 
 

  本県の小学校、中学校の体力向上に係る取組調査（H20 年度）によると、すべ

ての学校で何らかの体力向上対策に取り組んでいます。また、幼稚園においても、

保育等を通じて、積極的に体を動かす習慣づくりに取り組んでいることが研修会等

で報告されています。 

  本プランは、県下の学校（園）で実践されている優れた取組をもとに各校種ごと

に５つのプランにまとめたものです。各学校（園）で、この５つのプランを体力向

上に係る全体計画の視点とすることで、これまでの取組を更に推進させることが目

的です。そこで、次のことに留意して本プランを活用することが必要です。 

(1) 各学校の体力向上に係る計画を見直す 

    各学校において、体力・運動能力調査結果や幼児児童生徒の活動の様子から

学校教育評価を実施する際に、本プランを活用して評価項目の作成や指導計画

改善の参考とする。 

 

 指導計画の作成Ｐ          実践Ｄ           評価Ｃ 

     ・総合的な視点、目標    ・活動内容、方法   ・評価の工夫 

     ・子どもたちの課題      ・環境設定         ・学校教育評価の活用 

改善Ａ 

  

 

  (2) プランの活用方法と留意点 

 

□讃岐っ子元気アッププランを活用する前に、 

○子どもたちの課題は何か？ 

○学校種、学校規模に応じて、どのような取組が可能か？ 

○これまでの取組を生かした改善は可能か？      

などについて、十分に検討する。 

    □活用にあたっては、キーワードを参考にするとともに、幼、小、中学校 

各トップページで各学校(園)の取組と照らし合わる。 

 

(3) プランの構成 

 

    各校種とも 

  □プラン 1 

  □プラン 2 

  □プラン 3 

  □プラン 4 

 

  □プラン 5 

 

運動習慣の確立に関すること 

（直接体力を高める内容も含む） 

生活習慣・食習慣の確立に関すること 

評価のサイクルの中に、「体

力向上プラン」を位置付け
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  (4) 各校種のプランと事例の活用の仕方 

 
①各学校種の

ページで各プ

ラ ン と 自 校

(園 )の全体計

画を照らし合

わせる。 

②各プランの

詳細(取組のポ

イント、実践

事例等)を参考

に、自校 (園 )

の計画を評価

する。 

③各プランの詳

細 (取組のポイ

ント、実践事例

等 )を参考に、

学校（園）の実

態に合わせて今

後の取組を検討

する。 
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＜参考資料＞       学校(園)で取り組む運動(遊び) 

 

□実施運動(遊び)例 

No 運動(遊び) 関係する主な体力要素 No 運動(遊び) 関係する主な体力要素 

１ 鬼ごっこ 瞬 筋持 全持 平 敏 巧  ２ 影ふみ 瞬 全持 敏 巧  

３ かけっこ 瞬 筋持 全持 敏  ４ なわとび 瞬 筋持 全持 平 敏 巧  

５ リレー 瞬 筋持 全持 敏  ６ 
長なわと

び 
瞬 筋持 全持 平 敏 巧  

７ 綱引き 筋 瞬 筋持 全持 平  ８ 玉入れ 平 敏 巧  

９ フープ 瞬 平 敏 巧  10 
ジャング

ルジム 
筋 筋持 平 敏 巧  

11 木登り 筋 瞬 筋持 平 敏 巧  12 
タイヤと

び 
瞬 平 敏 巧  

13 
大玉転が

し 
瞬 筋持 全持 敏 巧  14 竹馬 筋 瞬 筋持 平 敏 巧  

15 
しっぽと

り 
瞬 全持 平 敏 巧  16 一輪車 筋 瞬 筋持 平 敏 巧  

17 的あて 筋 瞬 巧  18 うで相撲 筋 瞬 筋持  

19 
ボールつ

き 
瞬 平 敏 巧  20 

ておし相

撲 
筋 瞬 筋持 平 巧  

21 
ドッジボ

ール 
瞬 平 敏 巧  22 馬とび 筋 瞬 筋持 全持 平 敏 巧  

23 うんてい 筋 瞬 筋持 平 敏 巧  24 ケンケン 筋 瞬 筋持 平 敏 巧  

本プランを作成するにあたって行った体力向上に係る取組状況調査の結果、県

下各学校(園)で行われている様々な運動(遊び)を紹介します。各校の課題に応じた

プラン実施の際の参考にしてください。 

  なお、体力要素(※)との関連は次の記号で表しています。 

        筋…筋力    筋持…筋持久力   瞬…瞬発力  全持…全身持久力   

柔…柔軟性    敏…敏捷性     巧…巧緻性    平…平衡性 

                                 ※「新体力テスト」(文部省 H13)参照 

    ※関係する体力要素は、目安です。取り組ませ方によって、関係する体力要

素は変わります。 

※小中学校の運動領域での運動、中学校「体つくり運動」でのトレーニング

内容等は省略しています。 
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No 運動(遊び) 関係する主な体力要素 No 運動(遊び) 関係する主な体力要素 

25 めんこ 瞬 敏 巧  26 ろく木 筋 瞬 筋持 平 敏 巧  

27 おんぶ 筋 筋持 平  28 鉄棒 筋 瞬 筋持 平 敏 巧 柔  

29 だっこ 筋 筋持 平 巧  30 登り棒 筋 瞬 筋持 平 敏 巧  

31 
紙ひこー

きあそび 
敏 巧  32 

平均台遊

び 
平 敏 巧  

33 手押し車 筋 瞬 筋持 平 巧  34 
カエルの

足打ち 
筋 瞬 筋持 平 敏 巧  

35 
カエルの

逆立ち 
筋 瞬 筋持 平 敏 巧  36 平行棒 筋 瞬 筋持 平 敏 巧  

37 
パンチン

グボール 
筋 瞬 平 敏 巧  42 

ぞうきん

がけ 
筋 瞬 筋持 平 敏 巧  

39 
牛乳ﾊﾟｯｸ

ﾌﾞｰﾒﾗﾝ 

瞬 敏 巧  

 

38 ゴム跳び 

瞬 平 敏 巧 柔  

 

41 
天大中小

(いんさ) 

瞬 敏 巧  

 

40 
コアラの

親子 

筋 筋持 平 巧  

 

43 
背中ピッ

タリ 

筋 瞬 筋持 平 巧  

 

44 筒投げ 

筋 瞬 敏 巧  

 

45 Ｇボール 

筋 瞬 筋持 平 敏 巧 柔  

 

46 
バランス

ボード 

瞬 平 敏 巧  

 

47 
手の輪く

ぐり 

平 巧 柔  

 

48 
片足しゃ

がみだち 

筋 瞬 筋持 平 巧  

 

49 
ｺｰﾃﾞｭﾈｰｼ

ｮﾝﾄﾚｰﾝｸﾞ 
筋 瞬 筋持 全持 平 敏 巧 柔  50 

ロケット

ボール 

ｳ ﾞ ｫ ｰ ﾃ ｯ ｸ ｽ ﾌ ｯ ﾄ ﾎ ﾞ ｰ ﾙ

筋 瞬 平 敏 巧  

                   ※参考  「多様な動きをつくる運動(遊び)」ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ（文部科学省） 

                           「元気アップ親子セミナー」ブック（文部科学省） 
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(1)(1)(1)(1)幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園におけるにおけるにおけるにおける体力向上体力向上体力向上体力向上にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組    

☆ 園の取組を振り返ってみましょう。 

各園の年間計画や教育評価をもとに、取組の進んでいる項目に を、進んでい

ないと考えられる項目については、事例等を参考に今後の取組を検討しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

幼稚園教育要領には、「幼児は様々な環境に取り組んで活動を展開することを

通して、様々な場面に対応できるしなやかな心の働きや体の動きを体得してい

く」こと、「教師や友達との温かい触れ合いの中で、遊びを通じて体を思い切り

動かす気持ちよさを味わうことを繰り返し体験し、次第にいろいろな場面で進

んで体を動かそうとする意欲が育つ」ことなど、体を動かすことの大切さが示

されています。 

ここでは、幼児が時が経つのも忘れ夢中で遊びこむことができるよう、自然

に体を動かしたくなるような環境構成の工夫や、家庭と連携した生活習慣の確

立など、5つのプランを提案します。 

 

  ｐへ 

 
キーワード 

歩く体験 地域のよさ 体験活動 園外歩

育 園外マップ 地域連携 

 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン２２２２     戸外戸外戸外戸外でででで過過過過ごすごすごすごす心地心地心地心地よさよさよさよさ

をををを味味味味わうわうわうわう園外保育園外保育園外保育園外保育をををを工工工工

夫夫夫夫するするするする。。。。 

キーワード 

仲間  運動遊び  戸外遊び  幼小連携  継

続した取組 育つ力 学年タイム 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン 1 1 1 1  幼児幼児幼児幼児がががが夢中夢中夢中夢中になってになってになってになって戸戸戸戸

外外外外でのでのでのでの遊遊遊遊びができるびができるびができるびができる時時時時

間間間間とととと場場場場をををを用意用意用意用意するするするする。。。。 pへ 

 

  ｐへ 

 
キーワード 
生活習慣調査 全体計画 発達段階 ﾃｨｰﾑ

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ 給食 保健指導・学習 体験活

動 個別指導 保護者地域連携  

□□□□□□□□    プランプランプランプラン５５５５   望望望望ましいましいましいましい生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣、、、、食食食食

習慣習慣習慣習慣をををを確立確立確立確立するするするする取組取組取組取組をををを

進進進進めるめるめるめる。。。。 

  ｐへ 

 
キーワード 

親子で運動遊び   啓発資料  情報交換 

家庭での遊び方 遊び場マップ(ガイド) 

 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン４４４４    家庭家庭家庭家庭やややや地域地域地域地域とととと連携連携連携連携しししし

てててて、、、、幼児幼児幼児幼児のののの体力向上体力向上体力向上体力向上にににに

取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。    

  ｐへ 

 
キーワード 

戸外遊び  動線  環境構成の見直し 幼

児の興味関心 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン３３３３   自然自然自然自然にににに体体体体をををを動動動動かしたくかしたくかしたくかしたく

なるなるなるなる園庭環境園庭環境園庭環境園庭環境をををを工夫工夫工夫工夫すすすす

るるるる。。。。 

８ 15 

11 

13 37 



－8－ 

プラン１ 幼児が夢中になって戸外での遊びができる時間と場を用意する。 

幼児が興味・関心を抱きながら楽しく運動するためには、それぞれの活動の特

質を生かしながら夢中になって取り組める環境を用意し、じっくりと取り組むこ

とができる時間を確保することが大切です。また、教師自身が幼児の望ましい生

活経験の必要性を理解・認識し、継続的に取り組むことができる保育計画を作成

することが必要です。 

■ ポイントポイントポイントポイント        一緒一緒一緒一緒にににに運動遊運動遊運動遊運動遊びができるびができるびができるびができる仲間仲間仲間仲間づくりのづくりのづくりのづくりの計画計画計画計画をををを行行行行うううう。。。。    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例１１１１＞＞＞＞                                            ＜善通寺市立東部幼稚園の実践より＞ 

○○○○「「「「東部東部東部東部っっっっ子子子子タイムタイムタイムタイム」」」」                                                                                                                     

 １ 実施目的 

(1) 同年齢・異年齢の友達と体をしっかり動かして遊ぶ中

で、遊びへの興味・関心、楽しさ、達成感など、さまざま

な感情を味わわせるとともに、総合的な運動能力を養う。 

(2) 友達の遊びや様子に刺激を受けて、目当てに向かってく

りかえし挑戦しようとする意欲や態度を養う。 

 ２ 年間計画    

月        遊 び の 内 容 地域とのかかわり 

４ 
かけっこ リレー 玉入れ 二人組で遊ぶ（なべなべ底抜け・ぎっこんばった

んなど） アンパンマン体操 
 

５ ボール遊び つなひき 鬼ごっこ  巧技台・平均台遊び ピヨピヨクラブ 

６ ゲートボール フープ遊び 小動物になって遊ぶ にこにこ交流会 

７ 木登り（たかたか鬼）タオル体操 ピヨピヨクラブ 

９ ☆ミニ運動会  

10 三人組で遊ぶ（棒遊び・手押し車など） 大玉ころがし サッカー 
にこにこ交流会  幼小

連携 

11 大なわとび  「はじめのいっぽ」「あぶくたった」   

12 すもう おしくらまんじゅう 幼小連携 

１ しっぽとり競走 ころがしドッジボール にこにこ交流会 

２ 的当て遊び ☆がんばり大会  

３ オリエンテーリング（異年齢グループで地域を歩く） ピヨピヨクラブ 

◇「にこにこ交流会」は地域の福寿会・婦人会などの方々との交流 

◇「ピヨピヨクラブ」は地域の未就園児との交流 

◇その他幼小連携でも、運動遊びや集団遊びなども取り入れている。 

◇「ミニ運動会」「がんばり大会」は、前期・後期の運動遊びの大会としている。 

３ 主な成果 

(1) 子ども達の交流が深まり、遊びや役割に対して意欲が高まってきた。 

(2) 普段運動遊びにあまり関心を示さない子どもも、遊びに対して興味や意欲をもって

参加する様子が見られた。 

(3) 自分達で新しくルールを考え出すなど、子ども達の遊びが発展していった。 

(4) 毎日継続して全園児がかかわって遊ぶことにより、仲間意識や競争意識なども高ま

った 
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４ 実施上の留意点 

(1) 教師は子ども達の思いや意見をしっかりと聞き取りながら、遊びがうまく流れてい

くようかかわっていく。 

(2) 異年齢がよりかかわりをもつために、年長児の遊びに興味を示した年少児（逆の場

合も同じ）がいれば、スムースに遊びに入れるよう仲立ちをする。 

(5) 異年齢で遊ぶため、思いの違いから遊びが中断したり、ストップしたりした場合

は、適時、教師の助言も入れながら遊びを進めていく。 

(6) 遊びによって、また個々や年齢によって「遊びを楽しむ」「競争をする」「挑戦をす

る」「練習をする」など、取組のねらいが異なると思われる。無理のないようにそれ

ぞれの思いや発達過程を十分に把握して遊ばせるようにする。 

＜運動例＞ 

 

    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例２２２２＞＞＞＞                                            ＜坂出市立坂出中央幼稚園の実践より＞ 
○○○○「「「「マリンライナーマリンライナーマリンライナーマリンライナー活動活動活動活動」」」」（（（（幼小交流幼小交流幼小交流幼小交流））））                                                                                                        

１ 実施目的 

   小学生と触れ合って遊ぶ中で学びを深めたり、いろいろな遊びにチャレンジしたり

する意欲を養う。 

２ 実施内容  

  (1) 昼休みの自由遊びの交流 

   ・新しい遊びの紹介を兼ねて遊びレターを書いて交流して

いる２年生に届け、興味をもった児童と自由に交流す

る。 

・遊びの方法や技などの仕方を見てまねて学び、何度も挑

戦を繰り返しやり遂げた満足感や達成感を味わう。 

   ・自分でできるようになった雲梯やサッカーのドリブルな

どを小学生や友達に紹介する。 

  (2) 生活科の時間の交流（夏野菜の栽培を通して） 

   ・ペアの友達と手をつなぎ一緒に野菜を見る。園には植え

ていないパプリカやラッカセイなどの様々な野菜の種類

や特徴に気付き、生長過程を小学生から教わる。 

   ・小学生と一緒に野菜の収穫をして洗ったり切ったりしてピザ作りをする。 

(3) 一緒に歩こう 

 ・小学校への遠足（３歳児と２年生） ・街歩き(５歳児と２年生) 

 ３ 主な成果 

  (1) 子ども同士が楽しく遊ぶ中で、新しい遊びを知り、自分たちの遊びに取り入れてい

くなど、小学生から学ぶ姿が見られた。 

(2) 幼小合同研修会をもつことで、年間を通して交流の幅が広がってきた。子ども同士

が昼休みの自由遊びの場や生活科や総合的な学習の時間などの活動で交流する機会が

増え、かかわりが深まってきた。 

 ４ 実施上の留意点 

(1) 全体や学年団での合同研修会を計画的に、また必要に応じて行い、幼小の子どもが

より主体的に継続的にかかわり、育ち合うようにしていく。 

(2) 校種のよさや違いを生かした取り組みを工夫し、隣接した園舎と校舎を往復するマ

リンライナーのようにお互いに行き来しながら展開していく。 

フープ遊び 巧技台・平均台遊び ころがしドッジボール ゲートボール 



－10－ 

■ ポイントポイントポイントポイント２２２２        継続継続継続継続してしてしてして遊遊遊遊ぶぶぶぶ時間時間時間時間のののの工夫工夫工夫工夫をををを行行行行うううう。。。。    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                                            ＜坂出市立坂出中央幼稚園の実践より＞ 

 

○○○○＜＜＜＜元気元気元気元気にににに遊遊遊遊ぼうぼうぼうぼう＞＞＞＞     対象･･･全園児  場所･･･園庭  時間･･･毎日 登園～10:00 

 ☆ 年間を通して全園児で行う体操や友達と一緒に心や体が動き出す遊びを提供する。 

  元気で遊ぼうプラン事例 

○○○○＜＜＜＜学年団学年団学年団学年団タイムタイムタイムタイム＞＞＞＞                                                                                                                                    

１ 対象   ３歳児…おひさまタイム  ４歳児…にこにこタイム  ５歳児…ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ 

２ 場所･･･遊戯室・園庭・小学校・運動場 

３ 時間･･･３歳児…火、４歳児…水、５歳児…木 10:50～11:30 

☆  学年団タイム年間プログラムにそって、基本的な動きや全身を動かすリズム遊び、

集団遊びをする。 

 

学 年 遊び 育つ力 物的環境 構成のポイント 子どもの姿・考察 

全 ラジオ体操 

げんきっき体

操 

はじめまして 

全身運動 

柔軟性 

BGM 

ラジオ体操 

げんきっき体操 

はじめまして 

・５歳児の当番や教

師がモデルになる。 

・２人組は４，５歳児

で、3 歳児は 3 歳

児同士で行う。 

・５月には、ほとんどの 3

歳 児 が喜 んで参 加 して

いた。 

・ダンスのペアでは 5 歳児

が４歳 児 をリードしてい

た。３歳児は知っている

友達とペアになることで

安定している。 

３ ラインの上を

歩く 

筋力 

協応性 

平衡性 

ライン引き 

コーン 

・カーブを混ぜながら

園庭一周を設定す

る。 

・友達とつながって楽しく

歩いていた。ラインを上下

左右に変化させていく。 

４ おにごっこ 

かくれんぼ 

敏捷性 

持久性 

規範性 

注意力 

うんてい 

ビニールテープ 

・新 入 園 児 も加 わり

体 ごと触 れ合 い友

達関係が広がる機

会にする。 

・足洗い場が撤去され、お

にごっこを楽しむスペース

ができ、４、５歳児が繰り返

し楽しんでいた。 

元 

気 

に 

遊 

ぼ 

う 

５ ボールつき 協応性 

リズム感 

注意力 

様 々な大 きさの

ボール 

BGM 「 あ ん た が

たどこさ」 

・リズミカルにボール

がつけるよう BGM

を流す。 

・自分で様々な大きさのボ

ールを選んだり、大きさを

変 えてボールつきを楽 し

んだりしていた。 

学 年 遊び 育つ力 物的環境 構成のポイント 子どもの姿・考察 

３ 

お
ひ
さ
ま 

マリンライナー

になって歩く 

ゴー＆ストップ 

どうぶつ遊び 

ダンゴムシやワ

ニになって這う 

脚 力 ・ 協 調

性・平衡性 

目と足の協応 

脚力・腕力 

協 応 性 ・ 持 久

力・平衡性 

BGM さんぽ 

信号カード 

BGM どうぶつ 

体操 

トンネル 

マット 

・BGM やカードによ

る視聴覚刺激で歩

く、止まる。 

・マットやトンネルの

数 や 配 置 を 考 慮

する。 

・情緒が不安定で泣く子ども

が多 かったので、無 理 なく

楽しめる短い時間帯から始

めた。一人一人に応じた参

加の仕 方 や内 容の工 夫が

必要である。 

４ 

に
こ
に
こ 

サ ル の ぶ ら 下

がり 

春の野原・ギャ

ロップ・スキップ 

なべなべそこぬ

け 

貨物列車 

お お か み さ ん

今何時 

筋力・持久力 

柔軟性 

協応性 

協調性 

リズム感 

平衡性 

規範性 

注意力 

うんてい 

BGM 春 の 野

原 

貨物列車 

お お か み さ ん

今何時 

パ ネ ル シ ア タ

ー 

・いろいろな友 達と

ペアにな れ るよう

にする。 

・BGM やカードによ

る 視 聴 覚 教 材 で

遊 び の ル ー ル を

確認する。 

・みんなでうんていに取り組ん

で遊び方を知 り、手ごたえ

や興味をもった子どもが自

分 から挑 戦 するようになっ

た。 

・貨物列車では、ジャンケンや

つながって歩くことが難しい

子どもが多かった。５歳児と

一緒にする場をつくる 

５ 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

ラダー(片足跳

び・両足跳び・

スキップ等) 

ヴォーテックス

フットボール 

筋力 

瞬発性 

持久性 

協応性 

巧緻性 

ラダー 

ラダーボード 

ヴォーテックス

フットボール 

・教師が新しい用具

を使って見せる。 

・リズミカルに跳べる

ように手拍子でリズ

ム打ちをする。 

・教師が跳んだり投げたりして

いる姿に興味をもち、いろい

ろな跳び方や投げ方に繰り

返し挑戦するようになった。 
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プラン２ 戸外で過ごす心地よさを味わう園外保育を工夫する。 

    

■ ポイントポイントポイントポイント        計画的計画的計画的計画的にににに園外保育園外保育園外保育園外保育をををを取取取取りりりり入入入入れれれれ、、、、戸外戸外戸外戸外でのでのでのでの活動活動活動活動をををを促促促促すすすす。。。。    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                                                                                        ＜高松市立春日幼稚園の実践より＞    

○○○○園外保育園外保育園外保育園外保育のののの工夫工夫工夫工夫                                                                                                                                                    

１ 実施目的 

(1) 計画的に園外保育を取り入れ，継続的に歩く経験を重ね

ていくことで体力の向上を図る。 

(2) 幼児の興味や関心を自然な形で戸外に向け，進んで戸外

の生活を楽しめるようにする。 

(3) 地域の人と触れ合い，親しみをもち，地域のよさを感じ

る体験活動を行う。 

 ２ 実施内容 

  (1) 恵まれた地域環境を生かし，園周辺を探検する。 

   ・季節ごとに春日神社に出かける。 ・四季折々の自然物や昆虫を探す。 

(2) 年間を通して様々な自然体験活動を園外で行う。 

   ・地域の方の厚意で借りている畑（2 カ所）に出かけ栽

培活動や収穫をする。（イチゴハウス見学，サツマイ

モ，ジャガイモ，夏野菜等） 

(3) 地域住民との交流を図る。 

   ・工場見学に出かける。（製菓工場，木工所等） 

(4) 園外保育の年間計画を作成する。（※年間計画表参照） 

(5) 園周辺探検マップを作成し，出かけた場所や見つけた植物等を幼児と共に書き込んでい

く。（※園周辺探検マップ参照） 

 ３ 評価方法 

(1) 園外保育時の個々の姿やつぶやき等の記録を継続的に取り，評価する。 

・クラス便り等に取組の様子を載せ，保護者からの返信欄を設け，評価する。 

  (2) 主な成果 

    ・地域のことを知り，身近な自然に興味や関心をもったり，地域の方々に親しみをもつ

ようになった。そして，戸外で過ごす心地よさを感じ，歩いて園外に出かけることを

楽しみにするようになった。 

・継続的に行うことで，年長児になると少し長い距離であっても，無理なく歩くことが

出来るようになった。 

・交通安全のルールに対する意識が高まってきた。 

  (3) 実施上の留意点 

・毎月，職員間で園外保育のねらい，内容等について綿密に打ち合わせをし，共通理解

する。小規模園として，異年齢交流をもちやすい特色を生かし，園外保育の内容によ

って保育形態について工夫をする。 

・３年間の見通しをもって，探検のコースや距離について決める。 

・幼児の年齢や生活経験などに考慮する。 

 幼児の年齢や生活経験などに考慮しながら、園内の遊具や用具を配置したり、

自然環境の整備をしたりするなどして、幼児が進んで戸外で遊ぶことができるよ

うにするとともに、園庭ばかりではなく、近隣の公園や広場、野原や川原などの

園外に出掛けることも考えながら、幼児が戸外で過ごすことの心地よさや楽しさ

を十分に味わうことができるようにすることが大切です。 

また、園外での様々な体を使った活動は、幼児期の体つくりに大変有効です。 
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・時期を逃さないようにする。 

・生活の流れとのつながりを大切にする 

・地域の方との連携を図る。 

年間計画 

 

 

 

 5 歳児 4 歳児 3 歳児 

４月 レンゲ畑  レンゲ畑  

５月 

サツマイモのつるさし（畑） 水やり（畑）  

山本製菓見学 

夏野菜植付（ナス、トマト、キュウリ、ピーマン、とうもろこし、スイ

カ） 

サ ツ マ イ モ の つ る さ し

（畑） 

水やり（畑） 

サツマイモのつるさし（畑） 

６月 
水やり（ほぼ毎日） イチゴハウス見学  園周辺の探検① 

クッキングの買い物 地域の方にカレーパーティの招待状配

布 

７月 春日神社 

水やり（2 週間に 1 回程

度） 

園周辺の探検① 

ジャガイモの収穫（畑） 

サツマイモの成長を見る 

園周辺の探検① 

（年長・年中とペアになって）  

ジャガイモの収穫 

９月 新田公園  園周辺の探検②   

10 月 
春日神社  園周辺の探検③  

久米池（ＥＭ団子投入） 

春 日 神 社  園 周 辺 の探

検② 
春日神社 

11 月 地域の方にお店ごっこの招待状配布 春日川の土手 
春 日 神 社   木 工 所 見

学 
春日神社 

12 月 春日神社   

1 月 手作りの凧あけをする（空き地）   

2 月 春日川の土手 ジャガイモの植付（畑） ジャガイモの植付（畑） 

3 月 
春日神社  小学校   

お世話になった地域の方に手紙を配布 
春日神社 春日神社 

 

★年長児が園外保育で見つけたもの等を書き込んで

 

園外保育園外保育園外保育園外保育（（（（園周辺園周辺園周辺園周辺マップマップマップマップ））））    

● 春  ● 夏  ●秋  ●冬  ●こども SOS 
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プラン３ 自然に体を動かしたくなる園庭環境を工夫する。 

 

■ ポイントポイントポイントポイント        子子子子どものどものどものどもの活動活動活動活動やややや動線動線動線動線をををを考慮考慮考慮考慮したしたしたした園庭環境園庭環境園庭環境園庭環境をををを工夫工夫工夫工夫するするするする。。。。    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                                                        ＜坂出市立坂出中央幼稚園の実践より＞ 

 

 幼児の活動への取組の様子を見極めつつ、必要に応じて、幼児が取り組んでみ

たいと思えるような意欲を喚起する環境を構成したり、取り組んで楽しかったと

いう充実感や満足感が味わえるような工夫をしたりすることが大切です。 

幼稚園全体で園庭の使い方について話し合い、幼児の興味や関心に即したもの

になるように見直していく必要があります。 
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年齢 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

鉄
棒 

低・中鉄棒 

・ぶら下がり 

・よじ登り 

・前まわり下り 

低・中・高鉄棒 

・とび上がり 

・前まわり下り 

中・高鉄棒 

・足かけ上がり 

・前まわり下り 

・逆上がり 

ろ
く
木 

・上がって降りてくる 

・中間（足がつく高さ）で

ぶら下がり 

・上がって反対側に降りる 

・中間（足がつかない高

さ）でぶら下がり 

・上がって、反対側に降り

る（早い） 

・上部でぶら下がり 

雲
梯 

・１段１段、手を握ってフ

ォロー（体を支える） 

・１／３ぐらいの子どもが

全部いける 

・手や体を軽く支える 

・２／３ぐらいの子どもが

全部いける 

・１つとばしができる子も

いる 

・手や足を軽く支える 

・ほとんどの子どもが全部

いける 

・１つとばしや２つとばし

ができる子どもも多い 

縄
跳
び 

［大縄跳び］ 

・にょろにょろヘビ 

・おおなみこなみ 

［個人用縄跳び］ 

・連続跳びが 10～100 回 

・駆け足跳び 

・前跳び、後ろ跳び 

・あや跳び・交差跳び 

［大縄跳び］ 

・１人から数名、グループ

で 

［個人用縄跳び］ 

・連続跳びが 10～200 回 

・駆け足跳び 

・前跳び・後ろ跳び 

・あや跳び・交差跳び 

・二重跳び 

［大縄跳び］ 

・歌に合わせて 

マ
ラ
ソ
ン 

・運動場トラック 

（約 50ｍ）２周 

＋園周辺のあぜ道 

（約 300ｍくらい） 

・運動場大回り 

（約 80ｍ）２周 

＋園周辺のあぜ道 

（約 500ｍくらい） 

・運動場大回り 

（約 80ｍ）３周 

＋園周辺のあぜ道 

（約 500ｍ） 

＋小学校の周り 

（約 700ｍくらい） 

プ
ー
ル 

・シャワーを浴びる 

（水に慣れる） 

・カエルになる 

・ワニになる 

・顔付け 

・ボールひろい 

・カエルになる 

・ワニになる 

・イルカになる 

・顔付け 

・ボールひろい 

・フープくぐり 

・ワニになる 

・イルカになる・顔付け 

・ボールひろい 

・フープくぐり 

・ビート板でバタ足 

・伏し浮き・背浮き 

園庭園庭園庭園庭でのでのでのでの遊遊遊遊びのびのびのびの中中中中でででで育育育育てたいてたいてたいてたい体力作体力作体力作体力作りのりのりのりの目安目安目安目安    
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プラン４ 家庭や地域と連携して、幼児の体力向上に取り組む。 

 

■ ポイントポイントポイントポイント        保護者保護者保護者保護者がががが幼児幼児幼児幼児とともにとともにとともにとともに活動活動活動活動できるできるできるできる機会機会機会機会とととと情報情報情報情報をををを提供提供提供提供するするするする。。。。    

＜実践例＞                     ＜坂出市立坂出中央幼稚園の実践より＞    

○「家族スタンプラリー」「あそびばマップ」の取組    

１ 実施目的 

(1) 広い自然の中で、思い切り体を動かす心地よさを味わう。 

   (2) 様々な運動遊びや活動に親しみながら、親子のスキンシップを図る。 

２ 実施内容 

○ 親子で自分たちの住んでいる地域を散歩し、施設や自然環境を見直したり、新たな発見をした

りなど、子どもと保護者の心と体が動き出す機会にするために、幼稚園周辺を絵地図「あそびば

マップ」にして夏休み前に各家庭に配布する。 

☆運動遊びスタンプラリーの種目及び育つ力 

① ロープ迷路（長縄ロープの上を歩く）・・・平衡性、協応性、リズム感 

② ジグザグ歩き（ワシントンヤシの木をジグザグに歩く） 

ヤシの木８本程度・・・リズム感、平衡性、協応性 

③ 全力ダッシュ（２５ｍを全力で走る）・・・瞬発力、敏捷性、筋力、リズム感 

④ うさぎピョンピョン（うさぎになってフープを跳ぶ）・・柔軟性、協応性、筋力、持

久力、リズム感 

⑤ 親子でキャッチ（親子でボールを投げたり受けたりする）・・・敏捷性、協応性、巧

緻性、注意力 

⑥ 木にタッチ（休憩箇所の斜面にある木にタッチして戻る）・・・筋力、協応性、規範

性 

⑦ 探検だ！（山を越えて「くぐり滝」は手をつないで歩く）・・平衡性、協応性、注意

力 

⑧ おーい海（海に向かって思い切り大声を出す。叫ぶ言葉を考える。例、お母さんの好

きなところ、お子様の好きなところを叫んでみよう！）・・・表現性、創造性、腹筋 

⑨ 瀬戸大橋記念館（瀬戸大橋のことが詳しく分かるコーナーがいっぱいあるよ）・・・

理解力、規範性 

＜家族でチャレンジカード＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家庭との連携に当たっては、保護者との情報交換や保護者と幼児との活動の機

会を設けたりすることを通じて、保護者の幼児期の教育に関する理解が深まるよ

う配慮するとともに、幼児と一緒に体を動かす機会を幼稚園が提供し、親子で一

緒に動く楽しさを体験・体感することが必要です。 

また、家庭でできる事や、休日の過ごし方・遊びのヒントを積極的に伝えるこ

とも有効な方策です。 
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＜あそびばマップ＞の作成と活用    
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(2)(2)(2)(2)小学校小学校小学校小学校におけるにおけるにおけるにおける体力向上体力向上体力向上体力向上にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組    

☆ 学校の取組を振り返ってみましょう。 
各学校の年間計画や教育評価をもとに、取組の進んでいる項目に を、進んで

いないプランについては、事例等を参考に今後の取組を検討しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小学校学習指導要領総則では、「体育・健康に関する指導は、児童の発達の段

階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて適切に行うものとする。」とあり、

児童の体力水準が低下していることや運動習慣の二極化傾向をうけ、体育の授

業はもとより学校教育活動全体として効果的に取り組むことを求めています。 

  ここでは、児童が運動習慣を身につけるために、積極的に体を動かす機会の

充実と生活習慣・食習慣の確立に向けた５つのプランを提案します。 

  ｐへ 

 

キーワード 

時間・空間・仲間 発達段階  1 校 1 運

動  運動遊びの日 委員会活動  行事 

 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン２２２２     業前業前業前業前、、、、業間等業間等業間等業間等をををを利用利用利用利用しししし

てててて、、、、楽楽楽楽しくしくしくしく体体体体をををを動動動動かすかすかすかす

機会機会機会機会をををを設定設定設定設定するするするする。。。。 

キーワード 

５分間運動 易しい運動 学習カード 場

の工夫 教材・教具  評価 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン 1 1 1 1 体育体育体育体育のののの活動活動活動活動内容内容内容内容のののの工夫工夫工夫工夫とととと

運動運動運動運動のののの質質質質とととと量量量量をををを確保確保確保確保すすすす

るるるる授業授業授業授業づくりづくりづくりづくりをををを行行行行うううう。。。。 pへ 

 

  ｐへ 

 

キーワード 
生活習慣調査 全体計画 発達段階 ﾃｨｰﾑ

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ 給食 保健指導 保健学習 体験

活動 個別指導 保護者地域連携  

□□□□□□□□    プランプランプランプラン５５５５   望望望望ましいましいましいましい生生生生活習慣活習慣活習慣活習慣、、、、食食食食

習慣習慣習慣習慣をををを確立確立確立確立するするするする取組取組取組取組をををを

進進進進めるめるめるめる。。。。 

  ｐへ 

 

キーワード 

保護者への啓発  授業参観 地域行事 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン４４４４    家庭家庭家庭家庭やややや地域地域地域地域とととと連携連携連携連携しししし

てててて、、、、児童児童児童児童のののの体力向上体力向上体力向上体力向上にににに

取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。    

  ｐへ 

 

キーワード 

遊具 有効活用 掲示 学習カード 場の工

夫 環境作り 運動のさせ方 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン３３３３   自然自然自然自然にににに体体体体をををを動動動動かしたくかしたくかしたくかしたく

なるなるなるなる運動環境運動環境運動環境運動環境のののの工夫工夫工夫工夫をををを

するするするする。。。。 

18 25

20

23 37
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プラン1  体育の活動内容の工夫と運動の質と量を確保する授業づくりを行う。 

 

■■■■    ポイントポイントポイントポイント１１１１        体力向上体力向上体力向上体力向上をををを意識意識意識意識してしてしてして運動運動運動運動のののの質質質質とととと量量量量をををを確保確保確保確保するするするする授業授業授業授業をををを展開展開展開展開するするするする。。。。    

 

 

計画例  

 １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８ 

５５５５分分分分～～～～ 15151515分分分分    ※※※※    準備運動準備運動準備運動準備運動    主運動主運動主運動主運動につながるにつながるにつながるにつながる運動運動運動運動        補助運動補助運動補助運動補助運動    等等等等    

残りの時間 主とする単元の学習 

             ※  主運動へのつながりを意識するとともに、児童の実態を 

踏まえた運動を位置付ける 

 

 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例１１１１＞＞＞＞                ＜観音寺市立柞田小学校の実践より＞    

○○○○体力向上体力向上体力向上体力向上５５５５分間運動分間運動分間運動分間運動のののの導入導入導入導入    

      体力向上５分間運動は、ストレッチを中心とする全校共通運動と、授業に

関連する補助運動で構成されている。体育の授業のはじめの５分間を使っ

て、曲に合わせて楽しく運動する。ゆったりとした曲に合わせてストレッチ

を行い、体の部位を伸ばしたり、柔軟性や筋力を高めたりする。後半は、軽

快な曲に乗って体や心をほぐす。これらの全校共通の部分に加え、それぞれ

の授業につながる運動を加えて行う。このことは、主運動に抵抗なく入るこ

とができたり、家庭での運動習慣づくりにつながったりすると考えられる。 

     

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例２２２２＞＞＞＞                ＜高松市立香南小学校の実践より＞    

○○○○    主運動主運動主運動主運動につながるにつながるにつながるにつながる易易易易しいしいしいしい運動運動運動運動のののの導導導導入入入入    

      体や心をほぐしたり、運動への意欲を高めたりするのに効果的な運動や易

しい運動を行う。（器械運動での実践） 
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○○○○    コーディネーションコーディネーションコーディネーションコーディネーション運動運動運動運動ををををゲームゲームゲームゲーム化化化化してしてしてして授業授業授業授業でででで活用活用活用活用    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■    ポイントポイントポイントポイント２２２２        運動運動運動運動のののの楽楽楽楽しさをしさをしさをしさを実感実感実感実感できるできるできるできる単元単元単元単元やややや学習学習学習学習のののの場場場場をををを工夫工夫工夫工夫するするするする。。。。 

 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例１１１１＞＞＞＞                        ＜多度津町立豊原小学校の実践より＞    

○○○○    教育課程編成教育課程編成教育課程編成教育課程編成のののの工夫工夫工夫工夫    

  ６年間でゴール型・ネット型・ベースボール型を偏りなく体験できるように、

『豊原プラン』として各学年に２種目ずつのボール運動の教材を配置し、教育課

程を編成。各学年「ボール運動」に約 20 時間を充て、友だちと関わらせながら技

能を伸ばすだけでなく、作戦を立てたりルールを工夫したりする楽しさも味わわ

せていく。また、授業での運動経験が日常生活の中にも広がるよう、運動遊びの

日を設定したり、コートの常設をしたりして、外遊びの促進へとつなげていく。 

  
＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例２２２２＞＞＞＞                        ＜さぬき市立富田小学校の実践より＞    

○○○○学習学習学習学習のののの場場場場のののの工夫工夫工夫工夫            

      様々な動きを体験させるためには、様々な場に取り組む事が有効である。

身近にある用具や施設を活用すること、また場の常設をすること等で、動き

を体感・定着させる。 

                      

 

  

 

  

 ☆コラム☆ 
新しい学習指導要領では、児童の発達の段階を踏まえ、指導内容の明確化を図ること

や、指導内容の確実な定着を図る観点から、運動の系統性を図るとともに、運動の取り上

げ方の弾力化を示すとともに、個に応じた指導や課題の解決を目指す活動を行うよう工夫

することが示されています。指導にあたっては、活動の場や教材・教具、学習カード、評

価の工夫など児童が進んで運動の楽しさに触れ、技能を身につけることができるような計

画が必要とされ、そのことが結果として体力を高めることにつながります。 

【ごろりんボールわたし】 【おおきなゆりかご】 【前転がりボールキャッチ】 

【くもあるき】 【人間そうじき】 【コロコロゆりかご】 

ステージ、板、椅子等

を利用した学習の場の

設定 



－20－ 

プラン２  業前・業間等を利用して、楽しく体を動かす機会を設定する。 

※ 中 学 校 と の 連 携

体 育 的 行 事

ク ラ ブ 活 動
運 動

部 活 動業 間 昼 休 み

小学校

1校 1運 動

運 動 遊 び の 日

個 に 応 じ た 指 導

授 業

子 育 て 　 幼 児 教 育 (「 １ 園 １ 運 動 」 「 運 動 遊 び の 日 」 ）

進進進進 ん でん でん でん で 体体体体 をををを 動動動動 か そ う と すか そ う と すか そ う と すか そ う と す
るるるる 運 動 習 慣運 動 習 慣運 動 習 慣運 動 習 慣 づ く りづ く りづ く りづ く り

家 庭地域

１ 家 庭
１ 運 動

・
安
心
空
間

・
楽
し
い
食
卓

・
親
子
で
運
動
遊
び

連 携

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等

・
施
設
の
開
放
と
利
用

・
指
導
者
の
育
成

「時 間 」　 「空 間 」　 「仲 間 」の 提 供

 

■■■■    ポイントポイントポイントポイント１１１１        楽楽楽楽しくしくしくしく体体体体をををを動動動動かすためのかすためのかすためのかすための「「「「時間時間時間時間」「」「」「」「空間空間空間空間」「」「」「」「仲間仲間仲間仲間」」」」をををを提供提供提供提供するするするする。。。。    

 
           体育的活動の位置付け          「1 校 1 運動」「運動遊びの日」説明資料より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

          ※  他の学校課題と照らし合わせ、無理のない、継続できる 

プランを作成する。 

 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例１１１１＞＞＞＞                                        ＜さぬき市立石田小学校の実践より＞    

○ 業間の全員運動                        

  ２校時と３校時の間の業間（２０分間）を利用し、様々な運動に取り組み、

バランスの取れた体つくりを目指している。その最初の１５分間を全員運動と

して、以下の様々な運動を１週間ごとのローテーションで学年ごとに実施して

いる。残りの時間は全員で外遊びをする時間としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

① ミニハードル     （ミニハードルやラダーを活用した様々な運動） 
ラダー          運動場中央  …  ３段階の高さでステップ・ジャンプ 

             南大門北側  …   ラダーを使ったステップ 
②  鉄棒・登り棒  （鉄棒・登り棒を使った運動） 
             運動場北側の鉄棒・登り棒を使う 
③ ダッシュ         （様々なダッシュを行う） 
             運動場北側 … 常設の５０ｍコース 
④ ロングジャンプ  （様々な跳ぶ運動を行う） 
             運動場東側(砂場) … 走り幅跳び・立ち幅跳び 
⑤ タイヤ          （様々なタイヤ跳びを行う） 
             運動場南側のタイヤを使う 
⑥ ボール投げ      （ボールを遠くへ、または素早く投げる練習） 
             体育館で行う 

             体育倉庫にあるいろいろなボールを使う 

②  鉄棒・登り棒 

③ ダッシュ ⑤ タイヤ 

① ミニハードル 

⑥ ボール投げ ④ ロングジャンプ 
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＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例２２２２＞＞＞＞                                ＜観音寺市立柞田小学校の実践より＞    

○ 行事を授業や業間活動と関連付けて 

  ・柞小タイム＆柞小筋肉番付での取り組みを通して    

 毎週２日間、朝のスポーツタイム（柞小タイム）と

して１５分間を位置づけている。色別リレーやローテ

ーション運動【鉄棒・登り棒・体育館での運動】 

また、体力つくりの日常化をめざして、柞小タイ                      

ムのほか「柞小筋肉番付」の取り組みも行っている。 

   ［ 鉄 棒 ］低・中・高学年の発達段階に応じて、体育の

副読本から１５項目の鉄棒の筋肉番付の種

目を設定している。１５種目全部合格すれ

ば、『鉄棒名人』に任命される。 

［なわとび］時間とびと二重とびの二種目に絞っている。   

学年の１０倍の数を目標にし、その回数をクリアすれば合格証を

渡している。 

 

■■■■    ポイントポイントポイントポイント２２２２        行事行事行事行事やややや児童会活動児童会活動児童会活動児童会活動などとなどとなどとなどと関連関連関連関連させてさせてさせてさせて意欲化意欲化意欲化意欲化をををを図図図図るるるる。。。。    

 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例１１１１＞＞＞＞                                    ＜多度津町立豊原小学校の実践より＞    

○ 業前・業間の「さわやかタイム」     

    毎週火曜日の業前（１５分間）と、木曜日の業間（２５分間）に「さわやか

タイム」として体力つくりの時間を設定している。活動は、地区ごとの縦割り

班や兄弟学年などの異年齢集団を基本として行っている。活動計画は以下の通

りである。これらの活動は、クラスマッチや各種大会につながっている。 

 

 

 

 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例１１１１＞＞＞＞                                ＜さぬき市立中央小学校の実践より＞ 

○「全校マラソンリレー」 

・内  容  フルマラソンの距離(42.195km＝運動場約 211 周)を１年生から

６年生まで全校生が順番に走り、目標タイムを超えることを目的と

したリレー型のマラソンである。 

    ・方  法  １年生からスタートし、順に６年生まで全校生が走る。学年に応

じて一人あたりの走る距離(1~4 年生は 100m、5･6 年生は 200m を

基本とする)を設定しリレーをする。自分の学年が走るときは全員

が運動場で待機するが、それ以外は教室で授業を行う。ただし、ス

タートとゴールの時はベランダから全員応援する。 

 

 

 

 

 

バトンでリレーする様子 ベランダから応援する様子 感動のゴールの瞬間 全校生でつないだ結果 

①  ５月  ～ ７月  大なわ 行進・体操（運動会の練習） 

②   ９月  ～１０月  ボール運動（ドッジボール） 

③ １０月下旬～１１月    大なわ 

④ １１月下旬～１２月  マラソン 

⑤ １２月下旬～ ３月    短なわ 

色別リレー 

ローテーション運動 
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取取取取りりりり組組組組んでみようんでみようんでみようんでみよう「「「「讃岐讃岐讃岐讃岐っっっっ子子子子パワーパワーパワーパワー    みんなでみんなでみんなでみんなでチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ」」」」    

  チャレンジ種目には、２人でするペアペアペアペア種目種目種目種目、５人以上の友だちといっしょにするグルーグルーグルーグルー

ププププ種目種目種目種目、クラス全員で参加するクラスクラスクラスクラス種目種目種目種目があります。 

 また、チャレンジする学年で、低（１・２年）、中（３・４年）、高（５・６年）、全

（縦割グループ）に分けられています。 

  詳しくは、「「「「讃岐讃岐讃岐讃岐っっっっ子子子子パワーパワーパワーパワー    みんなでみんなでみんなでみんなでチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ」」」」ホームページホームページホームページホームページまでまでまでまで！！！！    

                                                    hthththttp://www.pref.kagawa.jp/kenkyoui/hotai/characteristic/sanukikko.phptp://www.pref.kagawa.jp/kenkyoui/hotai/characteristic/sanukikko.phptp://www.pref.kagawa.jp/kenkyoui/hotai/characteristic/sanukikko.phptp://www.pref.kagawa.jp/kenkyoui/hotai/characteristic/sanukikko.php    

【ペア種目】 

    

 

 

 

 

         〈ドッジキャッチ〉                〈キックパス〉             〈こうご向きとび〉〈れんぞく馬とび〉 

 

 

 

 

 

 

        〈ひっくりカンカン〉 
【グループ種目】 
    

 

 

 

 

 

 

〈8 の字大なわとび〉              〈れんぞく大なわとび〉       〈ソフトバレーボールパスラリー〉 

   

 

 

 

 

 

 

〈ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 3 分間ｼｭｰﾄ〉    〈みんなで馬とび５０ｍ〉                〈ドッジキャッチラリー〉 

                                           

 

 

 

 
               〈ぞうきんがけリレー〉                          〈スーパー8 の字大なわとび〉 

【クラス種目】 

   

 

 

 

 

 〈8 の字大なわとび回数とび〉                      〈みんなで馬とび 100ｍ〉 

他他他他のののの学校学校学校学校のののの友友友友だちだちだちだち

とととと、、、、新記録目指新記録目指新記録目指新記録目指しししし

てててて競競競競いいいい合合合合おうおうおうおう。。。。     

プランプランプランプラン 2222 ににににピッタリピッタリピッタリピッタリ    ！！！！    
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プラン３ 自然に体を動かしたくなる運動環境の工夫をする。 

 

■■■■    ポイントポイントポイントポイント            体育体育体育体育のののの授業授業授業授業やややや業間等業間等業間等業間等のののの活動活動活動活動、、、、児童児童児童児童のののの動線動線動線動線等等等等をををを踏踏踏踏まえてまえてまえてまえて整備整備整備整備するするするする。。。。    

 

      運動環境の工夫の視点 

  

 

 

 

 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例１１１１＞＞＞＞                        ＜高松市立太田南小学校の実践より＞    

○ 整備された遊具の活用                

    運動場に設置されている遊具を有効に活用することで、体力の向上を図る取

組である。遊具を用いる利点は、準備が不要で、手軽に継続して活動できるこ

とにある。体育の時間だけでなく、休み時間

などの自発的ながんばりに広がっていくこと

が期待できる。 

  遊具を用いた技能をカードにまとめ、「太田

南オリンピックカードと」と題し、全校生に

配布している。使用する遊具は、タイヤ、丸

太、つり輪、平行棒、うんてい、ろく木、登

り棒、鉄棒、的当ての９種類。それぞれの遊

具を用いた技能を難易度の低いものから高い

ものまで１００個設定している。 

  各クラス、体育の時間の始まり１０分間程度

で、継続して取り組んでいけるよう共通理解

を図っている。また、合格数により、「金メ

ダル」などのシールを貼って評価し、さらな

る意欲へとつなげている。 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例２２２２＞＞＞＞                                ＜高松市立川東小学校の実践より＞    

 ○ 児童の動線を考慮した体育に関する掲示                        

児童玄関に全校体育や体育遊びの活動の様子や内容(元気アップ体操・マラソ

ンカード到達状況など)を掲示した。また、各教室に体育コーナーを設け、全校

体育や体育遊びについての感想や「のびのび通信」などを随時掲示している。   

○用器具の使いやすさを考慮した配置 

○運動の仕方、遊び方の掲示 

○遊具・固定施設の多様な活用 

○活動意欲を高めるカード等の作成  等 
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  ＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例３３３３＞＞＞＞                                ＜宇多津町立宇多津北小学校の実践より＞    

○ 運動遊びにつながる整備された環境 

 ア タイヤ跳び 

  高さ・向き（縦、横）・幅（１個だけ、２～４個をくっ

つけて）を変えて設置している。しっかり練習すること

で、体育の授業の跳び箱で力を発揮することができる。 

イ 鉄棒 

 移動できる低鉄棒、固定の鉄棒 

（高さは様々）、逆上がり練習器等を

設置している。１校１運動として逆上

がりに取り組んでいるため、休み時間

も友達や担任と練習に励んでいる。 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例４４４４＞＞＞＞                            ＜高松市立香南小学校の実践より＞    

○ 人的・物的両面からの環境づくり 

    児童にとって学校が居心地のよい場所であるとき、児童は自分のもてる力を十

分に発揮することができるのではないかという考えから、校内の環境を人的およ

び物的な面で整えることで、現在及び将来ともに楽しく明るい生活を営むための

基礎づくりをめざしている。 

  【目にするたびにはっと気づいたり力づけられたりするような言葉や標語を掲示

物に取り入れ、心を揺さぶる豊かな環境に】 

     

  【体育関係の図書や資料、用具を使いやすく整備し、心や体への関心や意欲を 

喚起する環境に】 
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プラン４ 家庭や地域と連携して、児童の体力向上に取り組む。 

 

■■■■    ポイントポイントポイントポイント            開開開開かれたかれたかれたかれた学校学校学校学校づくりのづくりのづくりのづくりの一環一環一環一環としてとしてとしてとして体育的活動体育的活動体育的活動体育的活動をををを取取取取りりりり入入入入れるれるれるれる。。。。    

 

 

         保護者や地域連携の視点 

 

 

 

 

    

    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例１１１１＞＞＞＞                        ＜観音寺市立柞田小学校の実践より＞    

○○○○保護者保護者保護者保護者をををを巻巻巻巻きききき込込込込んでのんでのんでのんでの取取取取りりりり組組組組みみみみ 

・夏休みの親子スポーツの実践 

  夏休みの課題の１つとして、親子スポーツの実践をもとめている。ふだん 

 なかなか一緒に運動する機会がない親子にとっても、体力つくりとともに、 

よいふれあいの機会となっている。 

 

・ヘルスアップダンス教室の開催 

  生活習慣病予防の一環として、講師をむかえて 

 のヘルスアップダンス教室を開催している。それ 

 を受けて、昼休みに、希望者参加によるヘルスア 

 ップダンス教室を定期的に開催している。たくさ 

 んの子どもたちが参加して、気持ちよく体を動か 

 している。さらに、希望する家庭にヘルスアップ 

 ダンスのビデオやカセットを配布し、家庭でも行 

 えるようにしている。 

 

・親子ふれあいスポーツ大会 

  授業参観日に、親子ふれあいスポーツ大会が設 

 けられている。（４月の日曜日）学年ごとに、オリ 

 エンテーションやドッジボール、なわとび、綱引 

 き等を行い、親子で気持ちのよい汗を流している。 

 

○○○○地域地域地域地域のののの体力体力体力体力つくりつくりつくりつくり行事行事行事行事へのへのへのへの参加参加参加参加 

 地域で行われている体力つくり行事への積極的参 

加を呼びかけている。 

・三世代交流グランドゴルフ大会 

・親子雲辺寺登山 

・観音寺市健康つくりなわとび大会 

・元気アップフェスタ観音寺      など    

                 

○記録や伸びを保護者に周知する機会の設定 

○保護者や地域の人と一緒に活動 

○授業参観日の体育的活動 

○「運動遊びの日」の取組     他 
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＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例２２２２＞＞＞＞                            ＜宇多津町立宇多津北小学校の実践より＞    

○ 体力テストを活用した保護者連携 

  町内の保・幼・小・中が連携して体力の向上に取り組んでいる。その一環と

して体力テストの結果を業者に分析してもらっている。分析結果には、全国・

県・学校平均との比較、前年度との比較、体力要素別バランス判定図、総合評

価（優れた点、アドバイス）等が詳しく記載されており、夏休み前の個人懇談

会で保護者に渡し、今後の体力つくりに役立ててもらっている。 

  

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例２２２２＞＞＞＞                            ＜多度津町立豊原小学校の実践より＞    

○地域で盛り上げる大なわとび 

     豊原小学校では、業前・業間活動「さわやかタイム」で大なわとびを実施し

ている。地区別でグループを作り異学年交流を図っているが、運動会の種目

として取り上げることで、保護者や地区の人々からの応援を得ることができ

る。また、練習の場を夏休みのラジオ体操後に設定しており、なわを回すな

どの役割を保護者にお願いすることで連携を図ることができる。 

 ○保護者への啓発活動 

豊原小学校では、校内研究組織の一つとして「体力つくりプロジェクトチ

ーム」を構成し活動している。児童の健康や体力つくりに関する調査・研究

を行い、教育課程の中での実践を図っている。その活動の中で重視している

のが、保護者への啓発である。体力テストの結果分析等を詳細に行い、それ

を基に児童の現状と今後対策について PTA の集会時等でプレゼンテーション

を実施している。 
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(3)(3)(3)(3)中中中中学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおける体力向上体力向上体力向上体力向上にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組    

☆ 学校の取組を振り返ってみましょう。 
各学校の年間計画や教育評価をもとに、取組の進んでいる項目に を、進んで

いないプランについては、事例等を参考に今後の取組を検討しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  ｐへ 

 

キーワード 
新体力テストの活用 朝練習  生活リズ

ム 生活習慣  体や脳の活性化  顧問と

の連携   

□□□□□□□□    プランプランプランプラン２２２２     運動部活動運動部活動運動部活動運動部活動のののの運営運営運営運営をををを工工工工

夫夫夫夫するするするする。。。。 

キーワード 

体つくり運動  新体力テストの活用   

トレーニング目的 運動の質と量 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン 1 1 1 1  運動習慣運動習慣運動習慣運動習慣のののの確立確立確立確立にににに向向向向けけけけ

たたたた体育体育体育体育のののの授業内容授業内容授業内容授業内容のののの工工工工

夫夫夫夫をををを行行行行うううう。。。。 pへ 

 

  ｐへ 

 

キーワード 
生活習慣調査 全体計画 発達段階 ﾃｨｰﾑ

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ 給食 保健指導 保健学習 体験

活動 個別指導 保護者地域連携  

 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン５５５５   望望望望ましいましいましいましい生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣、、、、食食食食

習慣習慣習慣習慣をををを確立確立確立確立するするするする取組取組取組取組をををを

進進進進めるめるめるめる。。。。 

  ｐ

へ 
キーワード 

体力要素 自主的な取組 新体力テスト 

トレーニング効果 家庭での体つくり 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン４４４４        家庭家庭家庭家庭やややや地域地域地域地域とととと連携連携連携連携しししし

てててて、、、、生徒生徒生徒生徒のののの体力向上体力向上体力向上体力向上

にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。    

  ｐへ 

 
キーワード 
体育的行事 運動習慣 内容の工夫 クラ

スマッチ 感動体験 動機付け 

□□□□□□□□    プランプランプランプラン３３３３   意欲的意欲的意欲的意欲的にににに取取取取りりりり組組組組めるめるめるめる行行行行

事事事事のののの工夫工夫工夫工夫をををを行行行行うううう。。。。 

新しい中学校学習指導要領が告示され、授業時数の増加による基礎的・基本的

な知識・技能の確実な習得と、思考力・判断力・表現力等の育成が改訂のポイン

トとしてあげられた。また、生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動

は、学校教育の一環として教育課程と連携を図りながら学習意欲の向上等に資す

るものであると、これまでにはなかった項目が追加されました。 

生徒の体力向上を図るためには、保健体育科の授業の充実はもとより、そこで

学習したことを、体育的行事、運動部活動、家庭や地域などの実生活、実社会に

おいて相互に関連させながら取り組むことが大切です。 

ここでは、中学校における体力向上にむけた５つのプランを提案します。 

37 33 

30 

28 34 
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プラン１ 運動習慣の確立に向けた体育の授業内容の工夫を行う。 

 

 
 

■ ポイントポイントポイントポイント１１１１        新体力新体力新体力新体力テストテストテストテストのののの結果結果結果結果をををを基基基基にににに、、、、保健体育保健体育保健体育保健体育のののの授業授業授業授業をををを工夫工夫工夫工夫するするするする。。。。    

 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                            ＜高松市立一宮中学校の実践より＞    

○体力テストの活用 

１  年間を通じた体力向上(体力テストの活用) 

  (1) 実施目的 

毎年実施している新体力テストの結果を活用し、保健体育の授業におい

て年間を通した体力向上を目指す。 

 (2) 実施内容 

２  全国平均との比較により、生徒の体力の現状把握をする。 

 (1) 全国平均値より上回っている種目数は５種目で、全体の 62.5％である。 

(2) 上回っている種目：長座体前屈、反復横とび、20m シャトルラン、50m 走 

ハンドボール投げ 

 (3) 下回っている種目：握力、上体起こし、立ち幅とび 

３  トレーニングの目的・内容を明確にする。 

Ａ 体力を全面的に高める 

腕立て伏せ Ｖシット 背筋 
胸つけジャ

ンプ 

腕立て手た

たき 

ジャックナ

イフ 
バービー ツイスト 

上腕三頭筋 

大胸筋 

三角筋 

腹直筋 

外腹斜筋 

広背筋 

臀筋 

大腿筋 上腕三頭筋 

大胸筋 

三角筋 

外転筋 臀筋 

大腿筋 

腹斜筋 

Ｂ 瞬発力を高める  ハードルジャンプ 

Ｃ 調整力を高める  ラダーコーン・各種ステップワーク 

Ｄ 柔軟性を高める  ストレッチ （1 人・２人組） 

４  年間を通したトレーニング構成をする。 

 
５ 評価方法 

    新体力テスト結果の変容で評価を行う。（省略） 

 

中学校保健体育科の改善の基本方針として、体力の向上については、「体つく

り運動」の学習を通して、体を動かす楽しさや心地よさを味わわせるとともに、

健康や体力の状況に応じて体力を高める必要性を認識させ、それ以外の領域や、

学校の教育活動全体や実生活で生かすことができるよう指導内容を改善すること

があげられています。 

そこで、新体力テスト等の結果をもとに、「体つくり運動」の実施や、ねらい

に応じた補強運動の導入などによる授業内容の工夫が必要です。 
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６  実施上の留意点 

トレーニングの目的を明確にし、具体的な対策を立てること。 

７  主な成果 

    昨年度課題であった、「上体起こし」「立ち幅とび」においては、年間を通

したトレーニング構成とその実施によって成果が表れている。一方、具体的

な対策が欠如していた「握力」については、改善の傾向がみられず今後の課

題となっている。 

                        

 

■ ポイントポイントポイントポイント２２２２        体力向上体力向上体力向上体力向上をををを意識意識意識意識してしてしてして運動運動運動運動のののの質質質質とととと量量量量をををを確保確保確保確保するするするする授業授業授業授業をををを展開展開展開展開するするするする。。。。    

 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                                ＜小豆島町立池田中学校の実践より＞ 

○体育の時間に 8 分間トレーニングの導入     

１ 実施目的 

(1)効果的な基礎トレーニングの実践により、体力の向上を目指す。 

(2)各単元ごとの技能の向上を目指す。 

２ 実施内容 

(1)８分間のトレーニングの実施 

授業開始～ランニング～各単元に応じた準備体操（全員で声を出す） 

ア  腕立て伏せ２５回（床にあごを着け、腕は完全に伸ばす） 

イ  腹筋 25 回（膝は 90 度に曲げ、15 回は正面、10 回は左右ひねる） 

ウ  背筋 25 回（15 回は両手両足を同時に、10 回は右手、左足の交互） 

エ  壁倒立 60 秒 

オ  倒立歩行５メートル以上 

カ  各単元に応じた基礎的な動きづくり 

ア～カは各自が回数を声に出して正確に早く実施させる。終わった生徒

から次のトレーニングに移る。すべて終了した生徒から柔軟体操に移る。 

３ 評価方法 

(1)定期的（月１回）にトレーニングテストを実施し、向上の見られた生徒

は賞賛する。 

(2)毎学期生徒による授業評価を書かせ、授業改善に役立てる。 

４ 実施上の留意点 

(1)トレーニングの大切さを理解させ、関心・意欲をもって取り組ませる。 

(2)一人一人の体力の現状を把握し、個に応じた回数を指示したり、調整す

る。 

(3)正しいトレーニングの行い方ができるように、個別指導する。 

５ 主な成果  

(1)意欲的に取り組むことにより、設定した回数や内容を大部分の生徒が達

成できるようになり、基礎体力の向上につながっている。 

(2)基礎的な技能が身につき、向上が見られた生徒は、できたときの喜びや

楽しさを実感し、意欲的な活動が見られた。 
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プラン２ 運動部活動の運営を工夫する。 

 

■ ポイントポイントポイントポイント１１１１        生徒生徒生徒生徒のののの体力体力体力体力のののの実態実態実態実態にににに応応応応じたじたじたじたトレーニングメニュートレーニングメニュートレーニングメニュートレーニングメニューをををを作成作成作成作成するするするする。。。。    

    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞            

○運動部活動におけるトレーニングメニューの作成 

  １  実施目的 

運動の効果を正しく理解し、生涯において運動に親しむ資質や能力を身

に付けさせる運動部活動の工夫を目指す。 

 ２ 実施内容 

(1) 新体力テストの結果から、柔軟性や筋力の強化のために、各部活動に

おいてトレーニングメニューに取り入れる。 

(2) 新体力テストの結果（個人票）をもとに、自己の体力を分析させ、そ

の結果に応じたトレーニングを行っている。 

(3) 新体力テストの結果を各部顧問に配布して、各部ごとに体力向上の資

料としている。                    

〈トレーニングメニューの例〉         ＜高松市立太田中学校 各部の実践より＞ 

○柔軟性を高める…首、肩、腰、膝、手首、足首、股関節などの各関節のストレッチ体

操（かけ声や手拍子、音楽に合わせて） 

○調整力を高める…ラダーやアジリティーディスクなどの器具を使ったトレーニング 

○持久力を高める…トラックや外周を使った時間走、インターバル走、追い抜き走 

○筋力を高める  …腕立て伏せ、腹筋、背筋、スクワットなどのトレーニング 

             施設（クライミングロープ、鉄棒など）や器具（バーベル、ダンベル、

メディシングボールなど）を使ったトレーニング。 

３ 評価方法 

  (1) 土日や長期休業中などに、新体力テストの再テストを行いトレーニン

グの成果を確認している。  

(2) 土日の部活動の際に、部活動対抗駅伝を行っている。 

４  実施上の留意点 

   (1) 継続的なトレーニングを行わせるために、授業担当者や部活動担当者

間の情報交換など、取り組みの連携が大切である。  

   (2) トレーニングを行う際には、全体で共通するトレーニングと、個人の

トレーニングを分けて行っている。 

   (3) 学校規模や地域の自然条件などを生かした体力作りを目指している。 

５ 主な成果  

   (1) 自己の体力について、興味・関心を持つようになった。 

   (2) 継続的にトレーニングを行い、体力が向上した。 

   (3) 部活動の出席率が高くなり、体力向上を目指し各部活動ごと積極的に

取り組み、学校全体として好成績を上げている。    

学習指導要領の改訂により、部活動は学校教育の一環として教育課程と連携を

図られるよう留意すること、また、運動部活動による体力の向上や健康の増進へ

の効果が期待されている。 



－31－ 

■ ポイントポイントポイントポイント２２２２        健康的健康的健康的健康的なななな生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣をををを身身身身につけるにつけるにつけるにつける練習練習練習練習のののの工夫工夫工夫工夫    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                                            ＜観音寺市立中部中学校の実践より＞ 

○始業前活動の工夫 

  １  実施目的 

(1) 生活習慣を整え、健康な体つくりをめざした実践的な態度を養う。 

(2) 早寝早起き朝ごはんの生活を推進し、身体や脳の活性化を図る。 

 ２ 実施内容 

   始業前の清掃ボランティア活動や部活動の早朝練習など、朝の軽い運動に

よって身体や脳をめざめさせ、充実した学校生活や体力の向上を図る。 

  (1) 各部の早朝練習 

  〔新体操部〕  

気持ちが落ち着くようなスローテンポのおだやかな音楽に合わせて、姿

勢を正しくとることを目的に、バレエのバーレッスンを取り入れ、パッセ

やルルベ、タンジュなどの動きを行っている。また、演技構成の重要な部

分となる手具の投げの練習なども行う。 

  〔バレーボール部〕 

 大きなかけ声をかけ合いながら足並みをそろえたランニングを行ってい

る。隊形を整えてチームワークを育むことを目的としている。その後、体

育館で対人パスやサーブ練習を行う。 

  〔ソフトテニス部〕 

 ランニングの後、股関節や肩関節の柔軟性を高めるストレッチを中心に

体操を行い、ペア練習やサービス・レシーブ練習を行っている。 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

  〔陸上部〕 

 ランニング → ストレッチ体操 → ラダートレーニング 

  〔野球部〕 

 ランニング → キャッチボールとトスバッティング 

  〔合唱部〕  

発声練習 

 (2)生徒会主催の朝のボランティア活動 

  〔校内クリーン作戦〕 

生徒会の呼びかけで毎週火曜日の朝、校内クリーン作戦が行われてい

る。自主的に参加したボランティアが草抜きや落ち葉集め、ミゾ掃除など

汗を流しながら清掃活動を行っている。各クラスの半分ほどの生徒が参加

している時もある。 
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コラムコラムコラムコラム                            

運運運運動部活動動部活動動部活動動部活動のののの意義意義意義意義についてについてについてについて    

     運動部活動は、学校教育活動の一環として行われており、スポーツに興味と関心を

持つ同好の生徒によって自主的に組織され、より高い水準の技能や記録に挑戦する中

で、スポーツの楽しさや喜びを味わい、豊かな学校生活を経験する活動で、次のよう

な意義があります。 

    ・ 喜びと生きがいにつながる。 

    ・ 生涯にわたってスポーツに親しむための基礎づくりにつながる。 

    ・ 体力の向上と健康の増進につながる。 

    ・ 豊かな人間性の育成につながる。 

    ・ 明るく充実した学校生活の展開につながる。 
       

運動部活動の運営については、以下の 4 点に留意して行うことが必要です。 

    (1) 生徒の個性の尊重と柔軟な運営 

    (2) 生徒の生活のバランスの確保 

    (3) 開かれた運動部活動 

    (4) 運動部活動〈体育活動時〉の事故防止 

 

  〔あいさつ運動〕 

生徒会の呼びかけで朝のあいさつ運動が行われている。曜日によって生

徒会役員や学年別に学級委員長などが担当しているが、自主参加の生徒も

多くあり、朝早くから大きな「おはよう」の声が校庭に響いている。 

 ３ 評価方法 

(1) 学期に一度、養護教諭による生活習慣調査を行い、睡眠時間や家庭学習

の時間の確保、朝食の状態等を把握している。また、調査用紙にコメント

を入れ、その後の生活習慣の改善に役立てている。 

  (2) 早朝練習は、生徒の自主的な参加により実施しており、参加生徒の出席

率が生徒の健康的な生活習慣への取り組みの状態として捉えられる。 

４  実施上の留意点 

   (1) 早朝練習に取り組み始めて２～３週間は、早起きの生体リズムが定着し

ておらず、午前中の授業でも眠気に見舞われることがある。習慣がつくと

早寝・早起きによる身体の活性化が進むが、慣れるまでは生活習慣の変化

に注意する必要がある。 

   (2) 朝早く登校するためには、朝食も早くなり家庭の協力が無くてはならな

いものとなる。早朝練習の目的と効果を生徒や保護者に十分に説明し、理

解を得た上で、生徒の自主的な取り組みにしなければならない。 

５  主な成果  

   (1) 早寝・早起きの健康的な生活習慣に対する意識が高まり、睡眠や家庭学

習の時間を確保するために無駄な時間を無くそうとする生活態度が培わ

れ、学習成績も向上した生徒が多くいた。 

   (2) 生徒が自主的に部活動に参加するようになり、積極的な練習への取り組

みが見られるようになった。 

   (3) 朝の活動をするために、朝食をしっかりと摂って登校する生徒が増え

た。 

(4) 各種大会での結果にも目を見張る成果が現れ、四国大会や全国大会へ出

場するなど多くの部活動が優秀な戦績を残している。 
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プラン３ 意欲的に取り組める行事の工夫を行う。 

    

■ ポイントポイントポイントポイント        体力向上体力向上体力向上体力向上のののの視点視点視点視点からからからから行事行事行事行事をををを見直見直見直見直すすすす。。。。    

    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                                            ＜善通寺市立東中学校の実践より＞ 

○体育的行事（スポーツフェスティバル）での取組                  

  １  実施目的 

(1) 授業と体育的行事を関連させることで生徒の意欲化を図り、自主的に体力つ

くりに取り組む生徒の育成を目指す。 

(2) 「がんばればがんばった分だけ認められる東中教育」の教育目標を具現化する。 

(3) 自分の体力・精神力の限界に挑戦する生徒の育成を図る。 

 ２ 実施内容 

  (1) ２００４年より、運動会を陸上記録会的な内容の「スポーツフェスティバ

ル」に変更し、「東中ナンバー１」をめざし、自分自身の記録や先輩の記録に

挑戦することに目的を置くものとした。 

(2) 個人種目を以下のように設定し、各自 1 種目に必ず出場する。 

50m 走、50m ハードル走、走り高跳び、走り幅跳び、男子 1000m 走、女子

800m 走、ハンドボール投げ、やり投げ(ジャベリックスロー）                

・ 各種目の学校記録を生徒玄関に掲示し、年間を通して体力つくりに取り

組む目標としている。 

・ スポーツフェスティバルに向けて、体育実技の授業で種目ごとに別れて

練習する。選択教科として取り扱っている。 

・ 保健体育科の教員３名で男女共習の授業を行い、種目ごとに指導する。 

３ 評価方法 

(1) 毎時間記録の測定を行い、伸びを評価するとともに、練習に取り組む態度に

ついても評価することで意欲的に取り組ませる。 

(2) 種目ごとの上位入賞者を表彰することで、自信と誇りを持たせる。 

４  実施上の留意点 

(1) 健康上の理由で参加することが難しい生徒には練習パートナーをさせる等の

配慮が必要である。 

  (2) 学級対抗であるために自分の得意とする以外の種目に参加せざるを得ない生

徒もいるため、練習に取り組む動機付けをする必要がある。 

    (3) 生徒が樹立した新記録は、継続的に記録し銘板に残すことで、生徒及び保護

者に公表する。 

５  主な成果  

 スポーツフェスティバルには全員が個人種目に出場しなければならないので、

普段から自分の得意種目を把握し作っておかなければならない。この日のため

に、何ヶ月も前から練習に取り組む生徒も見受けられる。競争することの楽しさ

や、自分のがんばりを認められたときの喜びなど、感動体験を日常的な体力つく

りにつなげている。 

 

 学校における体育的行事の内容を工夫することで、生徒に自分の体力について

考え、向き合うきっかけを作ることができる。 

クラスマッチ等を利用して、より具体的に個々の体力に関心を持たせ、自分の

体力つくりを実践する意欲を持たせるよう工夫する。 
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プラン４ 家庭や地域と連携して、生徒の体力向上に取り組む。 

 

■ ポイントポイントポイントポイント１１１１        保健体育保健体育保健体育保健体育のののの授業授業授業授業をををを家庭生活家庭生活家庭生活家庭生活につなげるにつなげるにつなげるにつなげる工夫工夫工夫工夫をををを行行行行うううう。。。。    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                                            ＜丸亀市立綾歌中学校の実践より＞ 

○家庭での体力つくり活動       

  １  実施目的 

(1) 新体力テストを体育の授業に組み込み、自分の体力を分析するととも

に、高めたい体力要素を個人設定し、トレーニング方法を考えさせる。 

(2) 自分のトレーニング計画を作成し、日常生活や部活動で活用して運動の

効果を実感させ、自主的に体力つくりに励む生徒を育成する。  

 ２ 実施内容 

(1) 新体力テストを実施し、正しい測定の方法を身につけるとともに、どの

体力要素の測定をしているのかを理解する。 

(2) 新体力テストの結果を各自レーダーチャートにグラフ化し、自分の体力

のバランス、全国平均や昨年の自分との比較分析をすることによって、自

分の体力の現状を理解する。 

(3) トレーニングの基礎理論（トレーニングの原則・方法）を授業で学習

し、体力の向上をねらいとした各自のトレーニングメニュー（運動の種

類、強度、時間、頻度）を作成する。 

(4) 各自、計画を立てたトレーニングメニューにしたがって、夏季休業期間

中に実践し、記録をとっていく。 

(5) 再度、新体力テストを行い、トレーニング効果を調べてレポートを作成

する。 

 ３ 評価方法 

(1) トレーニング計画表、トレーニング日記、トレーニング前後の比較分析

（グラフ化）、まとめ（トレーニングの効果、トレーニング方法の適性、

今後の課題をレポートにして提出させ、夏季休業期間中の取り組みについ

て評価する。 

４  実施上の留意点 

(1) 体力要素に応じた運動の種類を考えるのが困難な生徒も多く、計画作り

の段階でのサポートが重要である。 

(2) 授業の中でも体力を高める運動を意識的に取り入れていくとともに、そ

の運動種目の工夫が必要である。 

(3) 部活動との連携を図りながら体力作りを推進していくことによって、よ

り一層の効果が期待できる。 

５  主な成果  

(1) 計画作りの段階で、トレーニングの内容について家族に相談したり、イ

ンターネットで調べたりするなど、運動に関する関心が深まるとともに、

部活動で積極的にトレーニングを取り入れることができる。 

 生徒の体力向上は保健体育学習や運動部活動の中だけで行うのではなく、家庭

や地域でいかに継続して実践できるかが重要となってくる。 

学校は、家庭生活における体力つくりの実践や地域の活動に生徒が積極的に取

り組めるよう支援していく必要がある。 
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(2) トレーニングの実践レポートの結果から、成果の有無にかかわらず今後

の自己の体力つくりに対する見通しを持ち、日常生活における体力作りの

重要性が理解できる。 

(3) 中学 1 年生の保健学習「体の発育・発達」において、中学生期の特徴と

重ね合わせて、この時期に高めるのに有効な体力についての学習をリンク

させることができる。 

(4) レーダーチャートの作成によって、自己の体力の分析方法や評価方法を

習得できる。 

 

■ ポイントポイントポイントポイント２２２２        地域地域地域地域のののの体育的行事体育的行事体育的行事体育的行事にににに積極的積極的積極的積極的にににに参加参加参加参加するするするする。。。。    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                                            ＜宇多津町立宇多津中学校の実践より＞ 

○地域で行われている行事への参加      

  １  実施目的 

地域で行われる体育的行事への参加を一つの目標として、学校での体力向

上プログラムを考える。 

 ２ 実施内容 

   各地域において、教育委員会や体育協会などが主催して様々なスポーツ大

会や体育的行事が盛んに行われている。例えば、冬場のトレーニングの一貫

として地域で行われるロードレース大会への参加を目標に、陸上部にかぎら

ず様々な種目の部活動が毎日の練習メニューに持久走を取り入れ、体力の向

上を図っている。 

   宇多津町は、都市計画マスタープランの一貫として「目指すべき都市の将

来像」において教育の部門で体力・競技力の向上に取り組んでいる。 

(1) 町ロードレース大会の開催 

     教育委員会の主催により、町ロードレース大会が開催され、中学生の部

に部活動単位で参加している。持久走を中心とした冬季トレーニングを各

部が実施し、その成果をためす機会として積極的な参加がなされている。 

   (2) 小中連携のスポーツ講習会 

     部活動ごとに町内スポーツ少年団と連携して小中合同の練習会を行って

いる。長期休業を利用し、夏休み５回、冬休み３回、春休み２回の計１０

回の実施により、小学生から中学生への発育・発達を考慮した系統的な指

導が円滑に行えている。 

   (3) スポーツ講演会 

     著名なアスリートやスポーツ指導者を招聘し、年間３回のスポーツ講演

会を実施している。体力向上のトレーニング方法や競技力向上の方策を学

び、毎日の部活動練習に生かしている。 

   (4) スポーツ大会 

     町教育委員会の主催により、スポーツ大会が開催されている。県内の優

秀チームを招待し競技力の向上や体力向上を目指している。現在、バレー

ボール、バスケットボール、軟式野球、剣道が実施されている。 

 ３ 評価方法 

   (1) 運動部活動への加入率を評価する。 

   (2) 大会の主催者や地域のスポーツ指導者から取り組み姿勢について評価を

得る。 
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   (3) 参加生徒から感想文やレポートを提出させる。 

   (4) 定期的にタイムや結果を記録しておく。 

４  実施上の留意点 

   (1) 主催者や各種スポーツ団体の代表者と連絡を密に取り十分な連携のも

と、事故のないよう安全面に十分配慮し円滑な運営を図る。 

   (2) その行事を運営している主体を明確にし、各種団体の協力を得る。 

５  主な成果  

   (1) 新体力テストの各学年、男女ともに結果が年々向上している。 

   (2) 県の総合体育大会や新人戦に出場できる種目が増加し、県大会でも優秀

な成績を残す種目が出てきている。 
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(4)(4)(4)(4)生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣・・・・食習慣食習慣食習慣食習慣のののの確立確立確立確立にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈坂出市立川津小学校の資料より〉 

 

 

 

生活習慣や食習慣の確立に向けた取組は、結果としてよく体を動かすことがで

き、運動に意欲的に取り組む子どもを育み、体力の向上に繋がるものと考えられ

ます。 

体力向上に向けた運動習慣の確立に向けて、各学校(園)で、保護者との連携を図

りながら生活習慣や食習慣の確立という健康課題の解決を図ることが重要です。 

学校における生活習慣・食習慣に係る指導のイメージ 

☆コラム☆        

子どもの生活習慣における主な問題点 

 １ 夜型生活の低年齢化 

午前中の体調不良・朝食の欠食・気

分のいら立ち・落ち着きのなさ・疲

れ・学習への影響 

２ 食生活リズムの乱れ 

気分がいら立つ・きれやすい・学習

への影響･成績の低下 

 ３ 日常的な身体活動の低下 

 体力の低下・消費エネルギーの減少

(肥満増加の一因) 

 ４ ストレスの多い生活 

 心身ともに問題を抱える子ども・自

尊感情の低い子どもの増加 

（望ましい生活習慣づくり 改訂版 日本学校保健会） 

幼児児童生徒幼児児童生徒幼児児童生徒幼児児童生徒のののの実態把握実態把握実態把握実態把握    

生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣・・・・食習慣食習慣食習慣食習慣にににに関関関関するするするする指導指導指導指導のののの全体計画全体計画全体計画全体計画とととと年間指導計画年間指導計画年間指導計画年間指導計画のののの作成作成作成作成((((教育活動全体教育活動全体教育活動全体教育活動全体をををを通通通通してしてしてして))))    

年間計画に沿った 

○学級担任による指導 

 

○養護教諭・栄養教諭

による指導 

 

○給食の時間の指導 

               等 

教科等教科等教科等教科等ににににおけるおけるおけるおける指導指導指導指導    

□教科 

体育・保健体育科 

家庭科 

社会科 等 

□総合的な学習の時間 

□道徳 

□特別活動 

 

 

 

個別的個別的個別的個別的なななな相談相談相談相談指導指導指導指導    

□肥満  痩身  食物アレ

ルギー 偏食 ｽﾎﾟｰﾂ 

※学校医や医療機関等

との連携 

家庭家庭家庭家庭・・・・地域地域地域地域とのとのとのとの連携連携連携連携    

・保健・給食だより 

・学校保健委員会 

・給食試食会   

・保健ｾﾝﾀｰとの連携 等 
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プラン５ 望ましい生活習慣、食習慣を確立する取組を進める。 

 

■■■■    ポイントポイントポイントポイント１１１１    集団集団集団集団やややや個別個別個別個別のののの生活習慣調査生活習慣調査生活習慣調査生活習慣調査をををを活用活用活用活用してしてしてして、、、、健康課題健康課題健康課題健康課題をををを明確明確明確明確にしにしにしにしてててて指指指指    

導導導導のののの充実充実充実充実をををを図図図図るるるる。。。。    

 

                    生活習慣調査生活習慣調査生活習慣調査生活習慣調査のののの視点視点視点視点    

 

 

 

 

 

 

    

                                    

実践実践実践実践    

    

    

    

    

                        評価評価評価評価    

    

    

    

    

＜＜＜＜実践実践実践実践例例例例＞＞＞＞                                                                ＜坂出市立川津小学校の実践より＞    

【目標】 

「生涯を通して心身ともに健康な生活が送れる子どもの育成」 

【実施内容・方法等】 

①継続した生活習慣調査により、意識づけを行うとともに指導に生かす。 

    ・児童の実態を把握するための年２回のアンケート 

    ・長期の休み明けの生活リズム確立のための１週間の調べ 

アンケート結果は個人懇談会の資料とする。 

②保健学習を柱とした年間計画に沿った指導 

③体験を通して自分の生活を見直し、実践化を図る。 

    ・万歩計を使った運動量調査  ・歯みがき調べ  ・各学年に体重計を設置し体重の変

化を見る等 

④年間を通して体力つくりを推進する。 

    ・年間を通して曜日を決め「川津っ子チャレンジ」を実施 

    ・夏場の水泳教室、冬場の持久走となわとび    

・起床・洗顔・歯みがき・朝食・排便 

・登校（登園）・学校（園）生活・ 

・運動・下校・おやつ・遊び 

・家庭学習・塾・習い事・ＴＶ他 

・手伝い・夕食・入浴・就寝など 

○集団指導〈教科・特別活動、保育等での実践〉 

○個別指導 

○組織的活動（児童生徒保健委員会  学校保健委員会 等） 

○保護者との連携（保健だより 給食試食会等）           他 

各学校や個人の健康課題を明確にする 

○子どもの生活習慣の変容と定着状況の把握 

○実践内容の検証 

○プランの再構築 
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⑤保護者と連携をめざした指導を行い、家庭の協力を得る。 

    ・授業参観日を利用した運動推進講演会、禁煙教室、給食試食会等 

    ・学校だより、保健だより、給食だより等を通して、健康に関する情報並びにアンケー

ト結果等を周知 

⑥個別指導の充実を図る 

・健康ファイルを活用して、継続的な指導を行う。 

・生活改善教室（3年生以上、月 2回）を開設    

【成果】 

○「早寝早起き朝ごはん」について、改善が見られる。 

○「いらいらする」児童が減り、「元気いっぱい」の児童が増加 

  ＜朝食摂取の状況＞                            ＜体の調子について＞    

97.0

93.8

96.6

92.9

93.7

3.5

3.2

2.4

3.4

1.7

2.1

0.7

2.1

0.3

2.1 0.7

0.7

1.0

1.8

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年  ６月

平成２０年１２月

平成２０年  ６月

平成１９年１２月

平成１９年  ６月

必ず食べる １週間に4～5日食べる １週間に2～3日食べる ほとんど食べない 元気がいっぱいだ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年６月

平成２０年１２月

平成２０年６月

平成１９年１２月

平成１９年６月

平成１８年１２月

平成１８年６月

いつもそうだ ときどきそうだ そんなことはない

    
 

■■■■    ポイントポイントポイントポイント２２２２        体力向上体力向上体力向上体力向上のののの基礎基礎基礎基礎となるとなるとなるとなる食生活食生活食生活食生活やややや生活生活生活生活リズムリズムリズムリズムをををを見直見直見直見直すためのすためのすためのすための全体全体全体全体    

計画計画計画計画をををを作成作成作成作成するするするする。。。。    

 

＜＜＜＜幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園のののの実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                            ＜坂出市立坂出中央幼稚園の実践より＞ 

実施目的 

・園、家庭、地域が連携し、体力つくりの基礎となる食生活や生活リズムを見
直したり、改善したりする取組を重視し、健やかな心身の発育と日々意欲的
に活動する子どもを育成する。 

・園生活を布ぞうりを履いて過ごし、日常生活の中で足の指を鍛えるとともに
土踏まずの形成を図り、運動遊びにふさわしい体をつくる。 

取
組
内
容 

実施内容 
・方法等 

１ 生活実態調査 
・実態調査やアンケ－ト等を実施し、子どもの生活全般の実態を把握し、保
護者の協力のもと子どもの体力向上や生活習慣の改善を推進する。 

２ みんなで健康ライフ 
・専門の講師による講習会等を実施し、生活習慣づくり､体力つくり､食育に
関する知識の共有と健全な生活の改善を図る。 

３ ぞうりっ子 
・日常生活の中で足の指を鍛えるために布ぞうりを活用する。 

  ♢ 保護者が布ぞうりを製作する。 
（地域の人⇒在園児の保護者⇒新入園児の保護者に伝授) 

♢ 布ぞうりを履いての生活を通して培われる身体的機能について理解す
るために専門家による研修を行う。 

  ♢ 足形とり・ロンベルグ写真撮影を定期的に実施する。 
４ ファイトちゃんファイル 

・子育て通信、ぞうりっ子通信等を配布し、生活習慣づくりや１家庭 1 運動
の推進等における幼稚園の取組や様々なデータ及び情報を提供し、フ
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＜＜＜＜小学校小学校小学校小学校のののの実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                            ＜観音寺市立柞田小学校の実践より＞ 

 

実施目的 

 

 

・  子どもの将来の健康に大きな影響を及ぼす生活習慣の基本となる

「睡眠」「食事」「運動」等、生活リズムの自己点検や食生活を見直

し、楽しく運動をする習慣づけを図ることで、望ましい生活習慣を

確立させ、体力向上の基盤を作る。 

 

 

 

 

取 

 

 

 

組 

 

 

 

内 

 

 

 

容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施内容 

 

・方法等 

 

 

 

 

 

 

１「さわやかウィークチェック表」の作成と活用 

 ・「ちゃんと食べ、しっかり動いて、よく眠ろう」 

  （キャッチフレーズ） 

  （早寝・早起き・朝ご飯・テレビ・ゲーム時間のチェック） 

  ・セルフチェックを行ったり、賞賛活動に活用したりし、意欲化を

図る。 

 ・「さわやかウィークがんばり週間」の設定 

 ・月毎に重点項目を決めて取り組む。 

 ・生活リズムに関するアンケート調査の実施 

  （生活習慣の見直し） 

 ・個別の対応が必要な児童への指導 

２ 学校保健委員会「小児生活習慣病予防について」 

 ・５・６年生児童と保護者対象に実施 

 ・学校医を招き、小児生活習慣病について講話していただく。 

３ 親子料理教室の実施 

 ・親子で話し合いながら一緒に料理を作ることで、栄養のバランス

について考えたりコミュニケーションを図ったりできる。 

４ 学級ＰＴＡ等での呼びかけ 

 ・生活リズムの改善について話し合うことにより、意識化を図る。 

５ 保健便り・学校通信・学級通信での呼びかけ 

 ・生活リズムの改善や食生活の改善等を家庭にも呼びかけ、親子で

実践する。 

 ァイル化したり家庭からの返信を受けたりするなど幼稚園・家庭・地域と
の連携・啓発を図るとともに、生活習慣や運動習慣の定着化、日常化を
促す。 

５ 教材教具の充実 
・竹踏み、芝生等の環境の工夫と紙芝居作り、足指体操等の教材の開発。 

主な成果 
(期待される成果) 

◇早寝早起き朝ごはん等、望ましい生活習慣が身に付く。 
(朝ごはんを必ず食べる…19 年度 90.2％⇒20 年度 93.5％に増える) 

◇生活習慣づくりにおける家庭の教育力や実践力が高まる。 
(講演会等の参加率…19 年度 40％⇒20 年度 78.2％に増える) 

◇園内の子育て支援の機能が高まる。 
◇家庭との協力体制や連携の強化が図れる。 
◇子どもの実態把握が明確になり、課題解決への創意工夫や教員の資質向

上が図れる。 
◇足指の力が培われ、土踏まずが形成される。 
◇安全を意識して活動しようとする。 
◇家庭や地域との協力体制や連携の強化が図れる。 
◇身の回りの物をリサイクルする喜びや工夫が得られる。 
◇子どもへの愛情が形になって表れる。 
◇保護者が子どもの土踏まずの形成と姿勢や運動能力との関係に関心を高

め、ぞうり生活を取り入れようとする。 
実施上の留意

点 
◇足形やロンベルグ姿勢の変容を捉えながら、布ぞうり生活を検証していく。 
◇各種通信等をファイル化し、保護者の意識や行動の変容を捉えていく。 
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主な成果 

(期待される成果) 

 

・チェック表の活用により、自分の生活習慣を見直す機会が増え、生

活リズムの改善につながってきた。(早寝早起き朝ごはんの全項目に

ついてよくなってきている。) 

・個別の対応が必要な児童に重点的に指導してきた結果、チャック表

の得点も向上し、生活改善を進めることができだした。 

・改善をしていく過程で、親子のコミュニケーションも増え、ふれあ

いも深まってきた。 

実施上の留意点 

・生活リズムに関するアンケート調査を実施し、その成果を分析して

生活習慣の見直し・改善に努める。 

・生活リズムの改善には、家庭の協力が必要になるため、チェック表

には、保護者の感想や意見を書く欄を設け、活用する。 

    

＜＜＜＜中学校中学校中学校中学校のののの実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                                ＜三豊市立詫間中学校の実践より＞ 

  

 

実施目的 

・ 生徒個々の健康目標を設け、その達成を指導することで、基本的な生活

習慣の定着を図る。 

・ 食事を自分で作る機会を設けることで、食に関する興味・関心を高め、子

どもたちの自立を図る。 

・ 諸活動を通じて、望ましい食生活の習慣化を図り、健やかな体を育成す

る。 

 

 

 

 

 

取

組

内

容 

 

 

 

 

 

 

実施内容 

・方法等 

１ 朝食＆生活習慣チェック   

・年３回 １週間(土・日を含む)の生活習慣と朝食内容のチェックをする。 

・個々に１週間の目標を設定し、達成状況を点検する。 

２「Ｍｙおにぎりの日」「野菜のおかずの日」    

・給食で主食や野菜のおかずのない日を設け、その日は給食で足りない

主食（おにぎりにする）や野菜のおかずを自分で作って家から持ってく

る。 

３ 給食献立の工夫と給食時の校内放送    

・食材の栄養や食事のとり方等について、校内放送を通じて、その日の給

食を教材にした指導を毎日行うことによって、食への興味・関心を高め

る。 

・給食を残さず食べるよう全教職員が共通理解を図って指導を行う。 

   例 盛られた給食は、特別な理由がないかぎり自分で食べる。 

アジやいわし等の小骨の多い魚も給食に積極的に取り入れ、

小骨やしっぽは、よくかんで食べる。 

４ 骨密度測定（1．2 年生）と事後指導   

・骨密度測定（畜産協会実施の事業を活用）を行い、自分の体に関心をも

たせる。 

・事後に骨を中心とした食の授業（学級活動）を実施し、成長期の体作り

の大切さについて学習する。 

 

主な成果 

（期待される成果）  

・台所に立って料理を作るきっかけとなり、食への関心が高まってきている。 

・食事を自分で作る機会を設けることで、日常生活で工夫したり、活用したり

しようとする意欲や態度を育てることができる。 

・自分の食生活を見直し、栄養バランスのとれた食事の必要性に気付くこと

ができた。栄養バランスに気をつけて食事づくりをするようになったという保

護者も増えてきている。 

実施上の留意点 

「Ｍｙおにぎりの日」「野菜のおかずの日」の実施にあたっては、理解・協力が

得られるよう、家庭への周知を十分に行う必要がある。また、教職員との話し

合いを十分にもち、共通理解を図ることが重要である。 
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■■■■    ポイントポイントポイントポイント３３３３        学校学校学校学校((((園園園園))))のののの実態実態実態実態やややや子子子子どものどものどものどもの発達発達発達発達のののの段階段階段階段階にににに応応応応じたじたじたじた、、、、指導指導指導指導のののの工夫工夫工夫工夫をををを図図図図るるるる。。。。    

 

生活習慣調査によって明らかになった集団及び個別のデータを基に、子どもた

ちの実態を踏まえた保健指導や保健学習を展開することで、より身近な問題とし

て生活習慣をとらえさせ、望ましい生活の定着を図ることが必要です。    

指導においては、養護教諭や栄養教諭、学校栄養職員等と連携し、より効果的

な指導を行うことが期待できます。    

    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例１１１１((((幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園))))＞＞＞＞                                                    ＜坂出市立坂出中央幼稚園の実践より＞    

○ 生活習慣の指導   紙芝居を活用して(教材開発) 

「９時までねないぞうくんとねないこちゃんの大変身」 

    

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例２２２２((((幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園))))＞＞＞＞            

    

○ 栄養教諭と連携した食に関する指導 

  偏食指導････野菜嫌いの子どものために紙芝居やはてなボックス、エプロン

シアター、パネルシアターによる指導の実施。 

  ＜指導の流れの例＞ 

   ①食べ物の国からやってきた食べ物博士（栄養教諭）が、食べ物の名前当

てクイズをする。 

    食べ物の絵を用い、その食べ物の一部を見せて、ヒントも与えながら子

どもに考えさせる。正解は「はてなボックス」で示し、さらに実物も見

せる。（ピーマン、かぼちゃ、きゅうり、ミニトマトなど、幼稚園で栽

培しているものがよい。） 

   ②園児に野菜の好き嫌いについて質問し、紙芝居につなぐ。 

   ③「おひめさまのカレーライス」の紙芝居（ピーマンが苦手なお姫様のお

話）をする。 

   ④園児に感想を聞き、これからの自らの食生活に生かせるようアドバイス

をする。※保護者も交えて指導することで、家庭への啓発もできる。 

(以下省略) 
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＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例３３３３((((小学校小学校小学校小学校))))＞＞＞＞                                                                

○保健学習単元例（体力向上にかかわる単元と内容） 

  低学年 

    「各領域の各内容については、運動と健康がかかわっていることの具体的な

考えがもてるよう指導すること」（学習指導要領：低学年「内容の取扱い」） 

        ↓ 

    「体は、活発に運動したり、長く運動したりすると、汗が出たり、心臓の鼓

動や呼吸が早くなったりすること」「力一杯動く運動は、体をじょうぶにし、

健康によいこと」などの指導を体育の授業の中で触れるようにする。 

３年  単元  「毎日の生活と健康」 

    １ 健康な生活とわたし 

       健康な状況には主体の要因と身の回りの環境がかかわっていることを知

る。 

２ 「１日の生活の仕方(主体の要因)」（養護教諭との TT） 

       毎日を健康に過ごすには、食事、運動、休養及び睡眠の調和がとれた生活

を続けることが必要であることが分かる。 

  ６年  単元 「病気の予防」 

    １ 「病原体と病気」 

       健康によい生活や予防接種によって体の抵抗力を高めておくことが大切で

あることが分かる。 

    ２ 「生活習慣病の予防」 

       生活習慣病の予防には、食事や間食、適度な運動や規則正しい生活などを

続けることが必要なことが分かる。（栄養教諭等との TT） 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例４４４４((((中学校中学校中学校中学校))))＞＞＞＞                                                                

○保健学習単元例 

３年 単元 健康な生活と病気の予防 

  １ 健康の成り立ち 

    現代の健康問題 健康を維持するために必要な条件は何かを考える。  

  ２ 運動と健康 

     運動の効果と健康づくりのための運動のしかたを考える。 

  ３ 食生活と健康 

    バランスのとれた          

食事と規則正しい   

食生活を考える。 

      （栄養教諭等との TT） 

  ４ 休養と健康 

    心身の疲労とスト 

レスまた休養のと 

りかたについて考 

える。（養護教諭と 

の TT） 
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■■■■    ポイントポイントポイントポイント４４４４        生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣・・・・食習慣食習慣食習慣食習慣にににに関関関関するするするする関心関心関心関心をををを高高高高めめめめ、、、、実践力実践力実践力実践力をををを培培培培うためにうためにうためにうために体体体体

験活動験活動験活動験活動をををを取取取取りりりり入入入入れるれるれるれる。。。。    

 

    
＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例１１１１（（（（幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園））））＞＞＞＞                                                                

○栽培・調理体験活動                                                                            ＜東かがわ市立三本松幼稚園の実践より＞    

《年間を通していろいろな野菜を栽培》 

たまねぎ・じゃがいも・にんじん・さつまいも・トマト・きゅうり・なす・

かぼちゃ・ピーマン・だいこん・えんどう豆） 

《収穫した野菜や季節の物を使ってクッキング》 

ピースごはん・たけのこごはん・カレーライス・おでん・焼いも・芋もち・

よもぎもち・梅ジュース・干し柿 等 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例２２２２（（（（小学校小学校小学校小学校））））＞＞＞＞        

○小児生活習慣病予防検診（貧血・脂質等）と合わせた体験活動例 

  ・歩数計の活用 

      １日の学校生活の中で歩数を調べ、自分の運動量を知り、生活習慣や運動

習慣改善に向けて意欲化を図る。 

  ・体温計の活用 

      朝と帰りの会で体温を調べ、教員が低体温児の状況について確認するとと

もに、児童自身が睡眠時間等生活習慣の重要性に気づくようにする。 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例３３３３（（（（小学校小学校小学校小学校））））＞＞＞＞        

○家庭科での実践 

   児童により調理経験の差が大きい小学校では、家庭科の学習の中で、ごは

ん、みそ汁、卵料理、野菜炒め、じゃがいも料理、サラダなどの基本的なの調

理を学ぶとともに、調理実習後は、家庭でも作ってみるという宿題をだすなど

して、学校で調理実習した料理作りの家庭での定着化を図るよう工夫する。 

    

    

    

    

    

    

    

    

生活習慣や食に関する指導に多様な体験活動を取り入れることは、大変効果的

です。幼児期においては、戸外で活動することそのものが、体力の向上を培う基

礎となります。小中学校では、様々な測定器具を活用して自分の体について知っ

たり、栽培や調理等をしたりする体験は、生活習慣や食習慣の確立に欠かせない

ものとなります。 

このような体験活動は、幼児児童生徒の生活における自己管理能力を育成する

だけでなく、保護者や地域の人々と活動をともにしたり、豊かな自然と関わるこ

とができる力などを体得することも期待されます。 

☆コラム☆  「ご飯と味噌汁」 

米を中心に農産物、水産物、畜産物等多様な副食から構成された「日本型食生活」は、（エネルギーに対する 

でん粉比率が高い等）栄養バランスに優れています。 

特に、朝食で米飯を主食とした食事では、満腹感が持続し、肥満予防にもなると言われています。 

中でも、ご飯とみそ汁は日本の食文化の要であり、「小学校学習指導要領」の家庭にお 

いては、「米飯及びみそ汁の調理ができ、我が国の伝統的な日常食であることにも触れる 

こと」となっています。具だくさんのみそ汁は、健康的な副食の一つとなることや、「ご 

飯とみそ汁」の調理を子ども自身ができることからも、家庭の食卓での定番メニューにし 

たいものです。 
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＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例４４４４（（（（小学校小学校小学校小学校））））＞＞＞＞        

○社会科での実践                       ＜さぬき市立長尾小学校の実践より＞ 

４年生の社会科学習で、地域で生産されてい 

る産物について学習していく中で、地域のレタ 

ス農家の方との交流をはかり、レタスについて 

教えていただくとともに、レタスの苗の植え付 

けの体験も行った。 

収穫したレタスは給食に活用している。     

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例５５５５（（（（中学校中学校中学校中学校））））＞＞＞＞                                

○骨密度測定                      ＜高松市立香川第一中学校の実践より＞ 

〈ねらい〉 

    カルシウムの蓄積の時期である、成長期に骨密度を測定することにより、日

常生活を見直し、生活習慣や食習慣改善の契機とする。 

〈実施の流れ〉 

    ①アンケート調査による運動習慣や食習慣調査 

    ②身長・体重測定 

    ③骨密度測定 

    ④結果をもとにした、養護教諭・学校栄養職員等による指導 

    ⑤部活動顧問にデータの情報提供 

〈成果〉 

    ・アンケート調査により、自己の生活を振り返る機会となる。 

    ・骨密度等が数値として出てくることで、自己の体について関心が深まり、

専門家による指導が効果的に働く。 

    ・部活動顧問による生活習慣の指導材料となる。 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例６６６６（（（（中学校中学校中学校中学校））））＞＞＞＞        

○総合的な学習の時間での実践       ＜さぬき市立大川第一中学校の実践より＞ 

「地域を知り、地域に学ぼう」というテーマで、伝承料理コースを設定して

いる。このコースでは、食生活改善推進員を指導者に、「じゃがいも寿司」「砂

糖つり」「巻き寿司」「寒天」「うどん」などの調理実習と伝承料理の講義をし

ている。生徒は、日頃なじみのない食材の調理や料理を試食し、「料理が好き

になった」「料理のコツが分かった」「香川の伝統の味が分かった」「郷土料理

のすばらしさを感じた」「香川のことが好きになれた」などと、喜びの気持ち

をつづっている 

 

 

 

 

 

    

＜手打ちうどんの実習＞ 
芯を真ん中に巻くのはむずかしいなあ 
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指導指導指導指導・・・・助助助助言言言言    

連携連携連携連携    

連携連携連携連携        

指導指導指導指導・・・・助言助言助言助言    

 

■■■■    ポイントポイントポイントポイント５５５５        健康健康健康健康にににに関関関関するするするする個別的個別的個別的個別的なななな相談指導相談指導相談指導相談指導のののの充実充実充実充実をををを図図図図るるるる。。。。    

 

 

 

 

【指導体制例指導体制例指導体制例指導体制例】 

                 家庭 

 

 

      医療機関                     相談機関 

                

                保護者 子ども 

                

                  

    学校医  主治医                   カウンセラー 

             状況把握状況把握状況把握状況把握                連絡調整連絡調整連絡調整連絡調整    

 

 

                学学学学    校校校校    

          連携             連携 

                学校担任  

 

 

 

 

 

                連絡協力連絡協力連絡協力連絡協力    

 

 

 

＊ 生活習慣や食習慣に課題がある幼児児童生徒や保護者への指導体制には、学級

担任や養護教諭、栄養教諭、学校栄養職員等、校内の関係職員の密接な連絡や協

力が必要です。 

  また、食物アレルギーや肥満、生活習慣病の兆候等のある幼児児童生徒につい

ては、必要に応じて、保護者や学校が、医療機関や相談機関の指導や助言を受け

ながら、適切に対応していく必要があります。 

    

 学校においては、学級活動等の集団指導だけでなく、生活習慣や食習慣に課題

がある児童やその保護者に対して、それぞれの健康状態にあった望ましい生活習

慣や食習慣を身に付け、自らの健康管理ができるよう、個別的な相談指導を行っ

ていくことが求められています。               

栄養教諭等 養護教諭 
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＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例＞＞＞＞                                                                

（（（（幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園））））                                                                                                                            ＜琴平町立北幼稚園の実践より＞    

        ロールプレイにより、好き嫌いする子・食べ方のよくない子の様子を知ら

せ、食事のマナーの大切さ等について気づかせることで、自ら正しい食事がで

きるようにする。 

（（（（幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園））））    

家庭との連携を密にするため、学校生活管理指導票〈アレルギー疾患用〉を

活用したり、アレルギーに関する連絡ノートによる情報交換を行う。全職員が

共通理解をもち、誰でもが対応できるようにするとともに、園児も自分が食べ

られないものがわかるよう個別に指導する。 

（（（（小学校小学校小学校小学校）））） 

            計画的に実施している「生活アンケート」の結果をもとに、生活習慣等にお

いて問題のある子どもに対しての指導を、個人懇談会にて学級担任より保護者

に説明する。特に指導の必要な子どもの保護者に対しては、学級担任に加え養

護教諭・栄養教諭等が連携して関わる。 

（（（（小学校小学校小学校小学校））））    

生活習慣を改善したい児童を募集し、月に２回程度放課後に指導を行う。 

個々の子どもの問題点を確認し、自分で目標を決定し解決していく。主に養

護教諭・栄養教諭等が関わる。 

（活動例：簡単にできる運動・継続しやすい運動・簡単にできる朝食・カロリ

ーの少ないおやつ作り・生活習慣等における一般的な知識等） 

（（（（中学校中学校中学校中学校）））） 

毎月、一週間生活チェック週間を設け、自分

の生活チェックを行う。チェック終了後、自分

で決めた目標に対して、コメントを書き生活を

見直す。（就寝・起床時間、朝食の内容、家庭

での過ごし方等）                   

 養護教諭・栄養教諭等とも連携をとって行

う。 

（（（（中学校中学校中学校中学校））））    

運動部の顧問の先生と連携し、スポーツが上

達するためには、基本的な体づくりとして食事

や生活習慣が大切であることを生徒に気づかせ

る。食事指導・簡単にできる調理実習等を実施

する。スポーツにおける自分の目標に向かっ

て、改善することが、強いては生活・食生活全

体の改善につながる。                        〈中学校個別指導用プリント例〉               

 

 

    

    

    

    

    

☆コラム☆   「食物アレルギーについて」 

 食物アレルギーのある子どもに対しては、学校生活での配慮や管理に必要な情報を把握

し、すべての教職員で共有し、適切な管理と指導を行うことが大切です。さらに本人

が、食物アレルギーについて正しい知識や情報を身に付け、自分の食事について自己管

理できるようになるために、子どもや保護者だけでなく主治医とも、食事について相談

しながら、指導していく必要があります。 

  また、アレルギー疾患のある幼児児童生徒が学校生活を安心して過ごせるように、他

の幼児児童生徒の理解が得られるような学級での指導を、発達の段階に応じて行うこと

が必要です。 
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■■■■    ポイントポイントポイントポイント６６６６    行事等行事等行事等行事等でのでのでのでの取組取組取組取組((((学校保健委員会等学校保健委員会等学校保健委員会等学校保健委員会等))))及及及及びびびび家庭家庭家庭家庭・・・・地域地域地域地域とのとのとのとの連携連携連携連携をををを図図図図るるるる。。。。    

 

    

    

    

 

 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例１１１１（（（（幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園））））＞＞＞＞                                                            ＜丸亀市立城坤幼稚園の実践より＞ 

○家庭教育講座での実践                                   

   家庭教育講座（年２回）を開催し、「おいしい楽しいお弁当づくり」という演題で、講演を

実施した。「お弁当を開けるとお母さんの笑顔があふれてくるようなお弁当を作りましょう!」

と、簡単にできるいろいろな食材をつかったレシピを伝授してもらった。 

   講演後、お弁当参観を行い、親子一緒に仲良く手作りのお弁当を食

べながら情報交換をした。 

   成果として手づくりの副食や野菜・海藻を使った料理が増え、食材や

メニューが豊富になるなど、お弁当の内容に大きな変化が見られた。 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例２２２２（（（（小学校小学校小学校小学校））））＞＞＞＞                                                     

○学校保健委員会での実践 

学校保健委員会において「早寝早起き朝ごはんの大切さ」のテーマで、保護者を対象

に栄養教諭が講話を実施した。 

生活（朝食）アンケートでの実態調査の結果と、不定愁訴との関係や朝食と成績の関

係について説明し、生活リズムと朝食の重要性について伝えた。朝食の内容を見直して

もらおうと、メニューによって栄養価を比較したものを示し、望ましい朝食の内容を伝え

た。その後、児童と保護者が「簡単にできる朝ごはん」を一緒に調理した。 

保護者からは、いままでの朝食に何か付け加えたいという意見が寄せられた。 

＜＜＜＜実践例実践例実践例実践例３３３３（（（（中学校中学校中学校中学校））））＞＞＞＞                                                            ＜三豊市立詫間中学校の実践より＞ 

○保護者・地域と連携した実践 

  ・  給食で主食や野菜のおかずのない日を設け、その日は給食で足

りない主食（おにぎりにする）や、野菜のおかずを生徒が自分で作っ

て家から持ってくる「Ｍｙおにぎりの日」や「野菜のおかずの日」を実

施している。生徒が台所に立って料理を作るきっかけとなっている。 

また、自分で作る技術を身に付け、日常生活で工夫したり、活用

したりしようとする意欲や態度を育むことができている。食生活を見

直し、栄養バランスに気をつけて食事づくりをするようになったという

保護者も増えてきた。 

・  畜産協会・市町保健センター・県福祉事務所等と連携し、骨密度

測定を行うことで、自分の体に関心をもつよいきっかけとなった。さらに、事後に成長期の

体づくりの大切さについて考える食の授業（学級活動）につなげることで、生徒たちは食

と体の関係について関心をもち、より一層理解を深めることができた。 

結果をもとに、指導の必要な生徒には養護教諭や栄養教諭が個別の相談指導を行っ

たり、部活動顧問と連携して、スポーツに必要な体つくりの指導につなげたりすると、より

効果的である。 

 

行事等での取組（学校保健委員会等）では、生活習慣調査などで幼児児童生徒

の実態や表面化された問題について提案し、学校・子ども・保護者・学校医・地

域関係者等が連携を図りながら、具体的な実践・習慣化のための手立てを考えま

す。さらに、全家庭にフィードバックすることにより、家族ぐるみで、よりよい

生活習慣の獲得をめざすことが必要です。 
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５５５５    体育体育体育体育活動活動活動活動時時時時のののの留意点留意点留意点留意点    

   

子どもたちの体育活動に当たっては、以下のことに留意して事故防止等に万全を

期すことが必要です。 

  １  予測される危険性の事前確認や用具・活動場所などの安全確認を行うこと。 
     ・ 実施に当たっては、幼児児童生徒の健康診断及び健康観察の結果を考慮して指導に

あたる。 

・ 活動時には常に健康観察を行い、幼児児童生徒の健康状態に留意する。 

     ・ 心臓疾患、食物依存性運動誘発アナフィラキシー等については、該当管理票に基づ

き十分に注意する。 

     ・ 熱中症を予防するために、屋内外にかかわらず、一人ひとりの状態に応じて、こま

めに水分や塩分の補給し、適宜十分な休憩を入れる。 

     ・ 戸外で活動する際には、紫外線を直接浴びないように帽子を着用するなど、直射日

光もとで長時間活動をすることがないようにする。 

     ・ 落雷の危険性を認識し、事前に天気予報を確認するとともに、天候の急変などの場

合には、躊躇することなく計画の変更・中止等の適切な措置を講じる。 

     ・ 活動に使用する固定施設や器具・遊具については、常時安全点検を十分に行う。 

  ２  安全な活動を確保するためのルールやきまり等が確実に励行されるよう指導

を徹底すること。 

  ３  万一に備えた救急処置の明確化、関係者への連絡システムの確立などの救急

体制を整備する。 

 

 

 

 

 

参考文献 

□ 「みんなでつくる運動部活動」          （文部省  H11） 
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（香川県教育委員会  H21） 
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６６６６    実践事例集実践事例集実践事例集実践事例集    
 

 

 

 

＜幼稚園＞ 
三豊市立大見幼稚園                       プラン関連ページ ８ｐ  
ね

ら

い 

○自分なりのめあてに向かって、くり返し挑戦しようとする意欲や態度を養う。 

○地域や保護者の方と連携をもちながら、体力づくりを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取

組

内

容 

「「「「竹馬竹馬竹馬竹馬・・・・縄跳縄跳縄跳縄跳びびびび・・・・フラフープフラフープフラフープフラフープなどのなどのなどのなどの挑戦遊挑戦遊挑戦遊挑戦遊びをしようびをしようびをしようびをしよう」」」」    

○ 各年齢に応じた活動の特性を生かしながら、夢中になって取り組める環境を用意

する。 

 ☆３歳児・・・フラフープ遊び ※ ３・４歳児のフープ・縄跳びは、 

 ☆４歳児・・・縄跳び遊び     毎年運動会の賞品として渡して 

 ☆５歳児・・・竹馬遊び      いる。 

 ※ 地域や保護者の方の協力を得て、５歳児３５名全員に手作りの竹馬を準備す

る。 

○ 継続して根気よく取り組む時間を確保する。 

○ 自分なりの目標をもって挑戦できるように「がんばりカード」を作成し、楽しく

取り組めるための意欲づけとして使うようにする。 

○ 教師が 1 対１で向かい合って補助をしたり、コツを伝  えたりしながら個々に意

欲が高まるようなかかわりをする。 

○ 「冬休みお約束表」の中に各年齢によって目当てを設定し、保護者とともに取り

組めるように働きかける。 

○ ３学期には、ふれあい運動会（地域・保護者・家族の参加）の競技の中で、取り

組んできた活動の成果を披露する場を作り園での取り組みを伝えていく機会として

いる。 

    

 

 

 

 

 

子

ど

も

の

変

容 

○ ３歳児は友達の刺激を受けることで、フープに無関心だった子が回せるようにな

りたいという気持ちをもち、意欲的に遊ぶ子が増えてきた。 

○ ４歳児は、友達と一斉に並んで走り跳びをしたり、歌いながら跳んだりして遊ぶ

ことで、友達と一緒に活動する楽しさを感じ、いろいろな跳び方や遊び方を見つけ

喜んで遊んでいる。冬休み中に家庭で練習に励み、跳べるようになった子が増えて

きた。２３人中、１８人が跳べるようになっている。跳べるようになった喜びか

ら、自分で目当て（跳ぶ回数やいろいろな跳び方に挑戦）を決め自信をもって挑戦

しようとする子が増えてきた。 

○ ５歳児は、家の人が協力的で、自主的に家庭に持ち帰って練習をする子が増えて

きた。竹馬に乗れるようになった友達の刺激を受け、さらに意欲的に挑戦する子

や、コツコツと練習を積み重ね乗れるようになったことが自信につながり、竹馬以

本プランに関連した協力校の実践を掲載しました。 

ねらい、取組内容、子どもの変容等を記載していますので、各校における実施計

画作成の参考としてください。 
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外（一輪車や縄跳び）にも意欲的に取り組む姿が見られる。２ヶ月で３５人中、３

０人が乗れるようになっている。 

○ 竹馬を個人で持つことで、「自分の竹馬」という愛着をもち大切に扱ったり、作

ってくれた人に感謝の気持ちをもったりして、片付けも丁寧にする様子が見られ

る。    

 

 

課

題 

○ 経験や家庭環境の違いなどから、運動遊びに対する興味や意欲には個人差が大き

く、個々に応じたかかわりや支援がとても大切であると実感している。一人一人の

発達段階を保育者がよく把握して、自信をもって取り組めるように今後も援助して

いかなければいけない。また、やる気がでるように頑張っている姿や少しでも上達

している姿を保育者が気づき、しっかりとほめるようにしたい。 

さぬき市立志度幼稚園                   プラン関連ページ  １３ｐ 

ね
ら
い 

いろいろな遊びを楽しみながら十分に体を動かす気持ちよさを体験し、自ら体を

動かそうとする。 

 

取
組
内
容 

「ゆうぐめぐり」 

・ 園庭にある固定遊具（うんてい、鉄棒、ジャングルジム）や平均台、跳び箱など

を利用し園庭に遊具巡りのコースを作る。 

（はじめは教師が設定していたが、回数を重ねていくうちに子どもたちが自分で

準備したり、コースを考えて変えたりするようになる。） 

・ 「ゆうぐめぐりカード」を作成し、できたらシールを貼っていく。 

・ チームに分かれてリーダーを決め、チームごとに好きな順番でコースを回る。 

（リーダーは毎回交代する。） 

 

子
ど
も
の
変
容
等 

・「ゆうぐめぐりカード」を使うことにより友達と一緒にできないことに挑戦した

り、励ましあったりしてがんばる姿が見られた。また、学級全体で取り組むこと

で遊び方を知り、手ごたえや興味をもった子どもが自分から挑戦するようになっ

た。 

・ゆうぐめぐりの時には「こわい」「できない」と言っていた子どもも、積極的に挑

戦している友達の姿を見ることで、普段の遊びのなかで少しずつやってみようと

する姿が見られるようになっている。 

課
題 

個人差が大きいので「ゆうぐめぐりカード」が励みになる子もいれば逆にやる気

をなくしてしまう子どももいるので、一人一人に応じた援助や言葉掛けを工夫した

り、カードの使い方や項目などを見直したりしていく必要があると感じた。また、

できるようになることに重点を置くのではなく、遊びの要素を取り入れるなど、子

どもが楽しいと感じ夢中になって遊べるような環境を考えていきたい。 
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＜小学校＞ 
さぬき市立富田小学校 プラン関連ページ １５p １６p

ね ・ 体育の授業を通して、運動の楽しさを実感し、運動を好きな子どもを育成する。
ら ・ 体育の授業を工夫することで、進んで体力を向上させようとする子どもを育てる。
い

＜３年生「マット運動 、５年生「短距離走」の授業実践より＞」

取 ○動きのイメージ化
組 よりよい動きをするために、その運動をイメージさせることは大切である。そこで、授業
内 の最初一流選手等の動きを映像で見せて、
容 「すごい 「かっこいい 「あんなふうにな」 」

りたい」と憧れをもちそれを目指してがん
ばろうと意欲を持たせている。また、自分
の動きを知ることも重要で、視聴覚機器を
積極的に利用している。

○場の設定の工夫
体育科の学習の中で「場の工夫」を行うことは、同じ動きを要求される運動でも用具や器

具を用いることで単調な動きが多様化する、場に挑戦することで動きを体感したり技能的な
ポイントを実感できる、得点化やゲーム的要素を加えることで意欲を高めるなど、いろいろ
意義をもつ。ちょっとした用具の活用から常設できる場まで、幅広く提供している。

○単元を通した『コツ』と『感じ』を見つける活動
単元を通して 『コツ』と『感じ』を見つけることをめあ、

てに取り組む 「こうすればできた 「できている人はこうな。 」
っていた」というような『コツ』を見つけることで、技術的
な認識を高めることができ、より多くの子どもたちの「でき
る」と「わかる」を結びつけるものである。また 「ふわっ、
と回った 「弓のようにビュンとしなった」などの『感じ』」
を見つけることは、イメージ化を膨らませたりイメージの共
有化を図ったりする。

・ 子どもたちが、体育の授業を楽しみにして意欲的に取り組むことができるようになった。
子 ・ 体育の学習で学んだことを、休み時間や日常生活の中に取り入れることができてきた。
ど ＜アンケートより＞
も
の
変
容
等

２年間、上記の内容で体育の授業に取り組んだ結果である。約４分の３の児童が以前より
も体育(運動)が好きになったと答え、成果が表れている。好きになった理由で一番多かった
のは「授業が楽しいから」である。授業を通してよさや楽しさを伝えていくことが、運動好
きの子どもを育てる有効な手段であると考えられる。

課 ・ 体育(運動)への取り組みを増やすことによる効果は顕著であるが、その反面運動が苦手な
題 子どもの嫌悪感が増す傾向にある。苦手な子どもに対する手立てが必要になってくる。

はい

どちらで

もない

いいえ

順位 人数 ％

1 21 60.0

2 19 54.3
3 15 42.9
4 14 40.0
5 13 37.1
6 8 22.9
7 7 20.0
8 5 14.3
9 1 2.9
10 1 2.9

スポーツ少年団で頑張っているから
放課後のスポーツクラブができたから
友達が励ましてくれるから
マラソンやなわとびのカードを使ってやっているから
その他　（遊びがあるから）

項目

授業が楽しいから
記録や回数などの伸びが楽しみだから
授業などにいろいろな練習の場があるから
「のびのびタイム」ができたから
陸上などの大会に出るために練習を頑張ったから

 

さぬき市立富田小学校             プラン関連ページ １５ｐ、１6p 
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宇多津町立宇多津北小学校        プラン関連ページ 20ｐ、 23ｐ 
ね

ら

い 

１校１運動の一環として逆上がりに取り組み，体育の授業及び休み時間等にも積極的に

練習する機会を設定し体力の向上を図る。 

 

取

組

内

容 

・平成１９年度から取り組み，３年目になる。 

・逆上がり練習台を新たに購入して自分で練習でき    

るようにした。 

・柔らかいマットを鉄棒の下に敷いて，安全性を高  

めたり，恐怖心を取り除いたりするようにした。 

・学期末に達成率を調べ保護者にも知らせることで， 

意欲を喚起するようにした。  

 

 

 

 

子

ど

も

の

変

容 

逆上がりができるようになろ

うと休み時間にも練習する児童

が増えた。また，友達同士で教

え合ったり，励ましたりする姿

が見られるようになった。 

どの学年も毎年達成率が上が

っている。特に３年生はよくで

きており，１年生でしっかり取

り組ませたことが効果的であっ

たのではないだろうか。 

さらに，新体力テストの握力

の結果を見てみると，どの学年 

も向上しており，逆上がりが影響しているのではないかと思われる。 

課

題 
 不得手な児童は，学級担任が声をかけないとなかなか練習に取り組もうとしない。意欲

が継続するように教員や友達同士で励ます機会を増やしたい。 

坂出市立川津小学校           プラン関連ページ ４７ｐ 

ね 

ら 

い 

個別指導の必要な児童に対し、さらにきめ細かな指導を行い、実践に結びつける。 

 

 

 

 

取 

 

組 

 

内 

 

容 

 朝食を毎日食べて登校することや肥満傾向を改善することなど、生活改善したい３年生

以上の全児童を対象に希望者を募り、月に２回水曜日の放課後、約１時間程度「生活改善

教室」を健康相談教室（いきいき教室）で実施している。 

＜実施内容＞ 

・ 自分の生活を振り返り、生活習慣における目標を設定する。 

・ 万歩計をつけて、自分の運動量を知る。 

・ バトミントンなど簡単にできる運動や、体を使ったゲームを実施する。 

・ 電子レンジ等を使っての簡単な朝食作りに挑戦する。 

 

 

＜＜＜＜同同同同じじじじ児童児童児童児童でででで比較比較比較比較したしたしたした達成率達成率達成率達成率のののの推移推移推移推移＞＞＞＞    

健康相談教室健康相談教室健康相談教室健康相談教室（（（（いきいきいきいきいきいきいきいき教室教室教室教室））））    

 校長室近くの小さな空き教室を利用し健康

相談教室を開設した。      

健康に関する掲示や指導資料を保管してい

る。生徒指導・カウンセリング等幅広く使用

している。参観日等を利用して、保護者対象

の健康相談も実施している。 
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今年度習慣化したいことを「すこやか

宣言」として各自ひとつ決める。 

家庭へ持ち帰り家族

と話し合ったり、授業参

観時の学級活動の中で

ワークシートとして活

用したりして、自分の生

活習慣を振り返る。 

 

変

容

等 

 児童は「生活改善教室」をたいへん楽しみにしている。この「教室」で体験したことに

たいへん興味を示し、家庭でも実践してくれていることが、家庭からの言葉から読み取る

ことができる。生活習慣等、健康に対して関心が高まってきているといえる。 

 昨年の「生活改善教室」の成果として、肥満傾向を改善したい児童３名のうち２名に改

善がみられた。（Ａ児：肥満度５２％→４５％、Ｂ児：肥満度３０％→２５％） 

 

課

題 

 生活改善教室で実施したことは、記録し感想を書いて家庭に持って帰らせ、家庭からの

言葉をもらってくるようにしている。良い生活習慣を身につけるためには家庭の協力は不

可欠である。さらに協力が得られるようにしていきたい。 

三豊市立大浜小学校      プラン関連ページ ３８ｐ、 ４3ｐ、４６ｐ 

ね

ら

い 

○ 生活習慣調査や個別指導を通して、児童の生活習慣実態を把握する。 

○ 家庭と連携し、児童個々の生活習慣課題を明確にし、改善のための指導を行う。 

 

取 

組 

内 

容 

 

 

① 生活習慣調べ・個人めあての設定  

生活習慣調べは、就寝・起床・朝食・排便・テ

レビの視聴時間等について毎月一週間実施する。 

児童個々の生活習慣課題を明確にするために、

チェックカードをもとに生活習慣を振り返らせ、

個人めあてを決め毎月の生活習慣調べで取り組

む。 

生活習慣調べの結果は、担任に提供したり、実

態把握や個別指導の参考としたりする。 

②  テーマを絞って保健指導を実施  

生活習慣調べの結果より、学期

毎に重点指導内容を生活リズ

ムや睡眠に絞り、全校集会や

学級活動で養護教諭や学級担

任が指導する。 

 

③ 家庭との連携(一人一人の生活実態に合った生活リズム表づくり） 

全体指導後、無理なく毎日実施できる１日の生活予定表を家族と相談して作成し、家族の

協力を得ながら実践する。 

④ 個別指導  

生活習慣調べの結果をもとに養

護教諭が児童の生活の様子を聞

き、生活習慣の改善の方法を一緒

に考える機会を持つ。 

変

容 

○  期間を決め重点的に指導したことで、学級担任の意識も高まり、児童の生活習慣に関心

を持ち日常指導が充実した。その結果、児童・保護者の意識も高まり、生活習慣調べでも

生活改善の傾向がみられた。 

課 

題 

○ 就学前からの習慣形成が入学後もなかなか改善されない児童が多い。小学校と保育所・

幼稚園が連携した生活習慣づくりに取り組む必要がある。 

 
 必要な睡眠時間 

が確保できる就寝 

時刻を決める。 

空いた時間を

遊びや自由な時

間にする。 

ゆとりをもって 

朝の準備ができる起

床時刻を決める。 

学習・習い事・食事･ 

入浴等、必ずすること

の時間を決める。 
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＜中学校＞                     
高松市立太田中学校      プラン関連ページ ２８ｐ，３０ｐ，３３ｐ 
ね

ら

い 

プラン１ 運動習慣の確立に向けた体育の授業内容の工夫を行う。 

プラン２ 運動部活動の運営を工夫する。 

プラン３ 意欲的に取り組める行事の工夫を行う。  

 

取

組

内

容 

○体力・運動能力の向上を目指した、体つくり運動の単元開発と実践 

中２男子を対象に、単元「体つくり運動 ～太中リンピック

をつくろう！！～」を実践した。具体的には、体力テストの集

計結果で県平均との比較で劣っていた「持久力」と「筋力」を

運動課題として設定した。そして、課題となる運動をゲーム化

し、チャレンジ体験を通して、体力・運動能力の向上をねらう

ことを目指した。下記の写真はその運動例の一部で、左側がＧ

ボール上での背筋バランス、右側が縄２本を利用したダブルダ

ッチである。 

○新体力テストの集計結果の分析に基づく、運動部活動におけるトレーニングの実践 

昨年度から新体力テストの集計を業者に委託し、結果の活用がスムーズに行われるよう

にした。その一例として、部活動別の集計結果を各運動部の顧問に配布し、練習でのトレ

ーニングに生かしてもらうよう連携を図った。また、ここ数年の本校生徒の体力課題であ

る「持久力」を高めるために、授業での外周走の記録を部活動別のランキング形式で集計

することによって、各運動部の顧問との連携を密にし、生徒の意欲化を図った。 

○体育委員会を中心とした、体力・運動能力の向上を目指した運動会での合同体操づくり 

体育的行事との連携として、体育委員会によって考案された合同体操を運動会で発表

し、その後も、保健体育科の授業での準備運動として年間を通じて実施している。具体的

な内容は次の通りである。 

〈１人のストレッチ〉背伸び、体側伸ばし、腕伸ばし、前屈など１１種目 

〈２人組の運動〉肩入れ、馬跳び、男子：補助倒立、女子：山づくりなど１０種目 

 

 

 

 

子

ど

も

の

変

容 

○中２男子を対象とした、単元実施後のアンケート調査結果 

  
単元実施後、生徒の体力・運動能力の向上を目指した運動の愛好度は実施前より向上がみ

られた。また、20ｍシャトルランの県平均と差が－6.13 から－3.32 へ、上体起こしの県

平均との差が－0.11 から＋2.23 へと高くなり、「持久力」と「筋力」の向上がみられる

ようなった。 

 

 

課

題 

実践成果より、体力・運動能力の向上を目指した体育運営においては、教科・体育的行

事・運動部活動の有機的な連携が重要であることが確認できた。しかし、今回の実践にお

いて、20ｍシャトルランの県平均との差は依然マイナスポイントとなっているため、今後

も継続的な取り組みと、生徒の自主的、自発的な活動を促す体育運営の在り方を探ってい

きたい。 

善通寺市立西中学校                    プラン関連ページ ３３ｐ 

ね

ら

い 

 授業で取り組んでいる学習内容がクラスマッチの種目になるという情報をあらかじめ提供

し、プレクラスマッチを授業に取り入れることで技術の向上を目指して学習に取り組む生徒

を育てる。 

 

 

１ クラスマッチで取り組ませたい種目を決定する。 

   男子…ソフトボール、サッカー 
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取 

組 

内 

容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   女子…バドミントン、バレーボール、卓球 

２ 授業の開始時にクラスマッチの種目になる可能性があることを知らせる。 

３ 授業では、技能の上達と共に勝負に勝つ方法も意識させて取り組ませる。 

４ 各単元の終末にはプレクラスマッチを導入し、自分の技能やチームの作戦に関心を持た

せる。 

５ クラスマッチの実施 

 (1) 男子：サッカー、女子：バドミントン・ソフトバレーで実施。 

 (2) チーム分けや出場種目を決定し、練習したり作戦を話し合ったりする。 

 (3) 実行委員を立ち上げ、運営は生徒の手にゆだねる。 

 (4) 学級通信等で選手や実行委員の活躍を紹介し、次への意欲を持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

  円陣を組んでさあやるぞ！ 準備体操も声を出して     男子の表彰の様子 

 

 

 

 

 

 
                                

        ボールを追いかける女子     １対１をする男子のサッカー 
 

変

容 

・授業中に勝敗を意識して自分の技能を伸ばそうとしたり、課題を見つめ友達にアドバイス

を求めるたりアドバイスしたりできる生徒が増えた。 

・自主的に作戦会議をする生徒が増え、体育の学習に対する関心が高まった。 

・自分の得意な種目について意識することができ、それを伸ばそうとする意識が持てた。  

 

課 

題 

 

・意欲的に取り組み技能を伸ばそうとする生徒がほとんどではあるが、少数の生徒が勝敗を

意識して消極的な参加にとどまってしまうことがある。 

・球技には意欲的に取り組むが、陸上競技や器械運動等に対しては比較的意欲が低いので、

個人種目でもクラスマッチの要素を取り入れて意欲的に取り組めるような工夫が必要であ 

る。 

東かがわ市引田中学校                   プラン関連ページ ４５ｐ 
ね

ら

い 

＜＜＜＜骨密度測定骨密度測定骨密度測定骨密度測定＞＞＞＞ 

・自分の体に関心を持ち、生涯を通じて健康な生活を送るために意志決定ができる生徒  

を育てる。 

・食に関する指導の一環として、より健康に過ごすためにどのような食品を取り入れて  

いけばよいかを考え、実践化につなげる。 

 

取 

組 

内 

容 

＜＜＜＜手順手順手順手順＞＞＞＞ 

 １ 県畜産協会との打ち合わせ 

 ２ 同意書の依頼 

 ３ アンケート実施 

 ４ 身長・体重測定  

 ５ 骨密度測定の実施（測定後、栄養士による個別指導） 

 ６ ワークシートにコメントを加え、結果とともに家          

  庭へ持ち帰らせる。 

７ 学級別・男女別・部活動別のデータを出し、職員への資料提供を行う。 
 

骨密度測定の様子 
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＜＜＜＜ワークシートワークシートワークシートワークシートのののの活用活用活用活用＞＞＞＞ 

 １年生用と２．３年生用の２

種類のワークシートを作成し

た。１年生用のワークシートに

は、自分の骨の強さを三段階で

予想させ、２・３年生について

は、昨年度の結果を記入してお

いた。また、全学年において、

骨折の有無や骨を強くするため

に普段から心がけていることを

記入させるとともに、測定後に

栄養士からの指導内容及び今後

の生活で気を付けていきたいこ

とについて記入させた。 

 ワークシート回収後、生徒の

記入内容に対して養護教諭が個

別にコメントを加え、家庭へ持

ち帰らせた。ワークシートを基

に家庭で話し合い、保護者から

の言葉を記入してもらうように

した。 

 さらに、保健体育のテストで知

識の確認を行った。      
 

                              

                                               

＜＜＜＜学校保健委員会学校保健委員会学校保健委員会学校保健委員会のののの実施実施実施実施＞＞＞＞ 

 ・・・・第第第第１１１１回回回回    テーマテーマテーマテーマ「「「「なぜなぜなぜなぜ今今今今、、、、骨密度骨密度骨密度骨密度をををを高高高高めておくことがめておくことがめておくことがめておくことが大切大切大切大切なのかなのかなのかなのか」」」」 

   まず、養護教諭が生徒の骨折の状況や骨密度を高めることの必要性及び測定結果に 

  ついて説明し、その後東かがわ市保健師より「骨粗鬆症を予防しよう」というテーマ 

  でより具体的にお話をいただいた。また、骨量を高めるために明日からどのようなこ 

  とが実践できるかについてグループで協議し、意見交換をした。終了後、参加者にも 

  骨密度測定を実施した。 

 ・・・・第第第第２２２２回回回回    テーマテーマテーマテーマ「「「「カルシウムカルシウムカルシウムカルシウムたっぷりたっぷりたっぷりたっぷり    いつものいつものいつものいつものメニューメニューメニューメニューにににに一工夫一工夫一工夫一工夫」」」」 

   第１回の講話の中で、スキムミルクを使うことでカルシウムを効果的に摂ることが  

できるというお話があり、参加者の希望から東かがわ市栄養士を招き、スキムミルク  

を使った調理実習を実施した。（保健委員会の生徒も参加） 

 
 

 

ワークシート（２．３年生用） 

＜＜＜＜作作作作りりりり方方方方＞＞＞＞ 
① ごぼうは皮をよく洗い、ビニール袋に入れてすりこぎ でた

たく。大豆と同じ大きさに切り、柔らかく茹でる。 

② アスパラガスも同じ大きさに切り、塩茹でする。人参  

も同じ大きさに切り、茹でる。                      

③ マヨネーズ、白みそ、薄口醤油を混ぜ合わせ、大豆、 

①、②を和える。                                  

④ レタスを器にしき、和えたものを盛る。       
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●参加した保護者の感想● 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

子

供

の

変

容 

身長が著しく伸びてい

る時期は、一時的に数値

が下がることがあるがあ

るが、どの部において

も、昨年度より数値が高

くなっていた。特に、走

ったりジャンプをしたり

する部活動において数値

が高いことが分かる。 

 中学で初めて測定をす

る生徒がほとんどで、こ

れまで自分の骨について

あまり関心を持っていな

かった生徒が多かった

が、継続して実施するこ

とにより少しずつ意識を

高めていくことができ

た。また、ワークシートから、給食では牛乳を残す生徒はいないが、家庭ではほとんど飲ま

ないという生徒が、牛乳やヨーグルト、チーズなどの乳製品や嫌いな野菜を食べたりするよ

うになったり、時間を決めて体を動かしたりと、骨量を高めるための努力をしていることを

生徒や保護者のコメントから把握することができた。 

 さらに、学校保健委員会で生徒の実態や問題点について提案し、協議することにより、家

庭での役割が明確化され、保護者の意識を高めることができた。 

 

課 

題 

 

本校では、食に関する指導の一環として骨密度測定を実施しているが、保健行事だけにと

どめておくのではなく、保健体育や家庭科、学級活動等の時間と関連づけて指導していくこ

とにより、意識の継続化・実践化につながっていくと考える。 

 また、骨密度については運動との関連性が高いことから、運動量が極めて低い生徒につい

ても毎日時間を決めて適度な運動を心がけるよう呼びかけていきたい。 

 今後も取り組みを継続させていくと同時に、ワークシートや資料の工夫・改善を行い、実

践化につなげていきたい。 

 

 

 

H21 の部活動別の結果 H20 年度の部活動別の結果 

＜＜＜＜作作作作りりりり方方方方＞＞＞＞                                   
① 白玉粉をボールに入れ、スキムミルクを混ぜる。豆腐を

くずしながら少しずつ加え、まとまってきたらなめらかに

なるまで混ぜる。                           

② ①を一口大に丸めて真ん中をくぼませる。 

③ 沸騰したお湯に塩少々を加え②を茹でる。白玉が浮い                 

てから１～２分したら冷水にとり水気をきる。 

④ きなこと砂糖、塩を混ぜたものをかける。 
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さぬき市立長尾中学校                   プラン関連ページ  ４６ｐ 

ね 

ら 

い 

バランスのとれた朝食を食べることが脳の働きや、健康な体をつくるうえで重要な働き

をしていることを保護者に知らせ、家庭でのバランスのとれた朝食摂取の実践化を図る。 

 

 

 

 

取 

 

組 

 

内 

 

容 

１ 学校保健委員会「早寝・早起き・朝ごはん～食事は健康な生活の出発点～」 

 ○出席者：学校医、学校歯科医、ＰＴＡ会長、ＰＴＡ保健体育部、一般会員、 

        児童民生委員、保健師、校長、教頭、教職員 

 ○日程  ５校時：食育の授業参観 

      ６校時：食育の取組について 

         「生活習慣と心の調べ」、定期健康診断の結果についての説明 

           協議 

 ○内容   

１年生の食育の授業「栄養バランスのとれた朝食をとろう」（担任・栄養教諭のティー

ムティーチング）の授業参観 → インフルエンザのため、模擬授業の参観に変更 

 ○給食主任より本校の食育の取組や給食での取組についての説明 

 ○養護教諭より、「生活習慣と心の調べ」の結果・定期健康診断結果についての説明 

 ○協議内容 朝食の内容について 

          朝食のおすすめメニュー等の情報交換について 

          野菜の摂取量について 

           最近の中学生の体格について 

          自己管理能力について 

２ 学校保健委員会だよりの発行 

 

 

変

容

等 

実践前、１１月に朝食欠食していた生徒（３名）は、１月の調査で３名とも主食（パン）

を食べてくるようになった。 

 

課

題 

・意識を継続させ、変化した行動を、習慣化させること。 

・１月の調査では、３名欠食のうち、２名が「時間がなかった」、１名が「体調不良」とい

う理由をあげた。 

・バランスのとれた朝食をしっかり食べる時間をとれるよう、生活リズムを整えることも

含めて指導をしていくこと。  

・学校保健委員会で話し合い、出席者の意識が高まったことを、保護者全体に広げるこ

と。 
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資         料 
 

 

 

  ○平成２１年度年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果(香川県

の概要)        

   

○「子どもの体力向上プラン(案)」に関わるアンケート調査結果 

 

  ○「子どもの体力向上支援事業」保護者啓発用リーフレット 
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平成 21年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果(香川県の概要) 
 

平成２１年１月 

保 健 体 育 課            

１ 調査の概要 

(1) 調査の期間  平成 21 年 4 月から 7 月末までの期間で実施 

(2) 調査内容 

○小学校第 5 学年、中学校第 2学年の全児童生徒を対象 

    ○児童・生徒に対する調査 

ア  実技に関する調査 

［小学校８種目］握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20ｍシャト

ルラン、50ｍ走、立ち幅とび、ソフトボール投げ 

［中学校８種目］握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、持久走(男子 1500ｍ、

女子1000ｍ)、20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅とび、ハンドボール投げ 

     ※持久走か 20ｍシャトルランのどちらかを選択して実施 

イ  児童生徒質問紙調査 

運動習慣、生活習慣、食習慣、体育・保健体育の授業に関する意識等 

ウ  学校に対する質問紙調査 

学校における体育・保健体育の指導及び特別活動等 

 (3) 本県公立学校参加状況 

・小学校(県立特別支援学校を含む) 186 校    9,452 人(全在籍数の 98．9％) 

・中学校(県立特別支援学校を含む)   74 校   8,039 人(   〃      92．5％) 

２  調査結果の概要 

  (1) 今年度の児童生徒の状況 

＜＜＜＜実技実技実技実技にににに関関関関するするするする調査調査調査調査＞＞＞＞【調査結果の概要３，４ｐ】 

①小学校では、体力合計点のＴ得点における比較では、男子は全国平均並み、女

子は全国平均をやや上回る結果となった。中学校では、男女とも全国平均を上

回った。 

②調査種目別に見ると、小中学校男女とも共通して、反復横とび、50ｍ走が全国

平均を上回ったが、握力は全国平均を下回った。 

③総合評価では、小中学校男女ともＡ評価の子どもの割合が全国平均を上回った

が、小学校男子では、Ｅ評価の割合が全国平均を上回った。 

   

 

 

 

 

 



- 62 - 

(2) 調査結果の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

３ 今後の予定 

○ 「子どもの体力支援プラン」等の推進 

本年１０月に子どもの体力向上支援委員会より示された「子どもの体力向上プラ

ン（案）」を、学校現場の意見をもとに、より実効性のあるものとなるよう検討を加

え、本年度中に最終的なプランとして市町教育委員会や学校（園）に提供する予定で

す。そして、その普及を図ることにより、学校における運動習慣及び生活習慣・食習

慣の確立に向けた取組を支援していきます。 

また、家庭でできる簡単な運動メニューなどを紹介した保護者啓発用リーフレッ

トを作成、配付し、これまで実施してきている「早寝早起き朝ごはん」運動の一層の

推進と合わせ、学校（園）、家庭が連携した子どもの体力向上の取組みを支援してい

きます。 

＜＜＜＜運動習慣運動習慣運動習慣運動習慣、、、、食習慣食習慣食習慣食習慣、、、、生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣についてについてについてについて＞＞＞＞【調査結果の概要 10～12ｐ】 

①1 週間の総運動時間では、中学校において運動する子としない子の二極化が見ら

れた。 

②1 週間の総運動時間は、男子の方が多い傾向にあり、60 分未満の子どもは小学校

女子で 20％、中学校女子で 30％を超えている。 

③朝食の摂取状況は、「毎日食べる」の割合が、昨年度と比較してやや高くなった

が、全国平均との比較では、小学校男女でやや低い状況となっている。 

④睡眠時間では、「６時間未満」の割合が、昨年度と比較してやや低くなったが、

全国平均との比較では、小中学校とも睡眠時間がやや短い傾向にある。 

＜＜＜＜体育体育体育体育・・・・保健体育保健体育保健体育保健体育のののの授業授業授業授業にににに関関関関するするするする意識意識意識意識((((児童生徒質問紙調査児童生徒質問紙調査児童生徒質問紙調査児童生徒質問紙調査))))＞＞＞＞    

【調査結果の概要 12ｐ～15ｐ】 

①「体育の授業が楽しい」と感じている子どもが９割前後に上るなど、全国の調査

と同様に体育・保健体育の授業や運動に対する肯定感が高い傾向にある。 

②体育・保健体育に関する意識と体力合計点の関連では、回答が肯定的になるにつ

れて、体力合計点が高くなる傾向にある。 

＜＜＜＜体育体育体育体育・・・・保健体育保健体育保健体育保健体育にににに関関関関するするするする取組取組取組取組のののの状況状況状況状況＞＞＞＞((((学校質問紙調査学校質問紙調査学校質問紙調査学校質問紙調査))))    

【調査結果の概要 15ｐ～16ｐ】 

①運動ができるようになるための指導を重視している学校は、小学校で 96.2％、

中学校で 100％となっている。 

②小学校の体育の専門性を重視した指導の実施状況では、交換授業やティーム・テ

ィーチングが多く実施されている。特に香川県では、交換授業の割合が高い。 

＜＜＜＜体育体育体育体育・・・・保健体育以外保健体育以外保健体育以外保健体育以外でのでのでのでの体力向上体力向上体力向上体力向上にににに係係係係るるるる取組取組取組取組のののの状況状況状況状況＞＞＞＞((((学校質問紙調査学校質問紙調査学校質問紙調査学校質問紙調査))))    

【調査結果の概要 17ｐ】 

①体育・保健体育以外での体力向上に係る取組の状況は、小中学校とも、全国平均

を大きく上回っている。 

②小学校では、「休み時間等に運動時間を設定する」、中学校では「運動部活動への

加入率を向上させる」取組が重視されている。 
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１  実技に関する調査 

(1)小学校５年生 

＜調査結果概況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

    ※ 体力合計点：８種目の調査種目の成績を 1点から 10 点に得点化し総和した合計得点 

      ※ 総合評価：８種目の調査種目をすべて実施した場合、体力合計点の高い方からＡＢＣＤＥの5段階で評定した体力の総合評価 

      ※ Ｔ得点：平均値を 50 と換算し、平均に対する相対的位置 

■新体力テスト調査結果（小学校５年生） 

種目

年度 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21

全国 17.01 16.96 19.12 19.28 32.68 32.55 40.98 40.81 49.40 50.08 9.39 9.37 153.95 153.64 25.40 25.41 54.18 54.19

香川県 16.66 16.36 19.65 19.42 32.74 32.11 41.96 41.61 48.36 49.20 9.34 9.33 154.39 152.84 25.10 25.12 54.44 54.05

T得点
（全国比） 49.1 48.4 50.9 50.2 50.1 49.4 51.3 51.0 49.5 49.6 50.5 50.4 50.2 49.6 49.6 49.6 50.3 49.8

全国 16.45 16.35 17.63 17.65 36.62 36.62 38.76 38.48 38.71 38.73 9.64 9.64 145.74 145.11 14.86 14.62 54.84 54.59

香川県 16.21 15.96 18.13 18.41 37.06 36.68 39.56 39.36 38.23 38.80 9.60 9.60 145.61 144.89 15.32 15.00 55.45 55.19

T得点
（全国比） 49.4 49.0 51.0 51.5 50.5 50.1 51.1 51.3 49.7 50.0 50.5 50.5 49.9 49.9 50.9 50.8 50.7 50.7

立ち幅とび（㎝）
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ
（ｍ）

体力合計点（点）

小
学
校
５
年

男
子

女
子

長座体前屈（㎝） 反復横とび（点）
20ｍシャトルラン

（回）
50ｍ走（秒）

学
年
性
別

握力(kg) 上体起こし（回）

 
■Ｔ得点による比較グラフ 

 

■総合評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全国平均とのＴ得点における比較では、男子は、体力合計点において全国平均並み、女

子は全国平均を上回った。 

○種目別に見ると、男子は、反復横とび、50ｍ走において全国平均を上回ったが、握力、

長座体前屈、立ち幅跳び、ソフトボール投げで全国平均を下回った。女子は、握力を除

き、全国平均並みか上回る結果となった。 

○総合評価でＡの者の割合は、男子で全国平均を 0.3 ポイント、女子は 1.9 ポイント上回

った。一方、Ｅの割合が、男子は全国平均を上回っている。 

調査結果の概要 

小学校５年男子
(体力合計点49.8）
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(2)中学校２年生 

＜調査結果概況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

■ 新体力テスト調査結果（２年生） 

種目

年度 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21 H20 H21

全国 30.05 29.82 26.76 26.73 43.02 42.91 50.52 50.50 395.71 396.19 83.48 83.27 8.06 8.05 195.32 194.62 21.30 21.27 41.50 41.36

香川県 29.62 29.49 26.57 26.57 43.38 44.29 51.40 51.67 385.87 400.78 82.24 82.94 8.04 7.98 195.48 197.43 21.48 21.49 42.04 42.50

T得点
（全国比）

49.4 49.5 49.7 49.7 50.4 51.4 51.2 51.5 51.6 49.3 49.5 49.9 50.2 50.9 50.1 51.1 50.3 50.4 50.6 51.2

全国 24.24 23.98 22.26 22.08 44.53 44.39 44.57 44.56 292.62 294.25 56.47 56.35 8.89 8.90 166.66 166.02 13.56 13.40 48.38 47.94

香川県 23.76 23.77 22.64 22.42 45.37 45.64 45.23 45.42 282.88 289.18 56.99 56.64 8.81 8.84 167.10 168.28 13.65 13.74 49.53 49.27

T得点
（全国比） 48.9 49.5 50.7 50.6 50.9 51.3 51.0 51.3 52.2 51.1 50.3 50.1 51.0 50.8 50.2 50.9 50.2 50.9 51.1 51.2
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（回）学

年
性
別

握力(kg) 上体起こし（回）

 
■ Ｔ得点による比較グラフ 

 

■ 総合評価 

総合評価(中学校２年生)
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※ 持久走は 20ｍシャトルランを選択 

○全国平均とのＴ得点における比較では、男女とも体力合計点において上回る結果となっ

た。 

○種目別に見ると、男女の握力、男子の 20m ｼｬﾄﾙﾗﾝが全国平均を下回っているが、その他

の種目では、全国平均並みか、上回る結果となった。 

○総合評価でＡの者の割合は、男子で全国平均を 2.4 ポイント、女子が 3.6 ポイント上回

った。 
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２  体格と肥満度に関する状況 

＜調査結果概況＞ 

 

 

 

 

 

■ 児童生徒の体格の集計結果 

全国 香川県 全国 香川県 全国 香川県 全国 香川県

138.85 138.28 140.18 139.67 159.76 159.64 154.96 154.61

6.1 6.0 6.8 6.8 7.7 7.5 5.4 5.2

50.0 49.1 50.0 49.2 50.0 49.8 50.0 49.3

34.05 33.88 34.05 34.01 48.88 49.33 46.94 47.38

7.3 7.1 7.0 7.0 9.8 9.5 7.6 7.5
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74.88 74.60 75.83 75.71 84.34 84.24 83.39 83.20

3.3 3.3 3.8 3.8 5.0 4.9 3.6 3.3
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■ Ｔ得点による体格の比較 

体格（Ｔ得点による全国との比較）  小５男子
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■ 肥満傾向児童生徒の出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小学校５年生の体格は、男女の身長と男子の座高が全国平均を下回った。 

○中学校２年生では、男女の体重が全国平均を上回り、女子の身長と座高が全国平均を下

回った。 

○肥満・痩身児童生徒を状況では、やせ気味の児童生徒は全国平均並みかやや下回った

が、肥満傾向のある児童生徒は、小学校５年男子で 0.5 ポイント、女子で 1.8 ポイン

ト、中学校２年生が男子が 1.0 ポイント、女子が 0.6 ポイント上回っている。 

肥満傾向児童・生徒の出現率
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２  調査結果の特徴 

 (1)運動習慣の状況（児童質問紙調査） 

＜調査結果概況＞ 

 

 

 

 

 

 

■1 週間の総運動時間の分布 
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0

100

200

300

400

500

600

0 300 600 900 1200 1500 1800 2100 2400
(分)

(人) 小学校　女子

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

0 300 600 900 1200 1500 1800 2100 2400
(分)

(人) 中学校　男子

0

50

100

150

200

250

300

350

0 300 600 900 1200 1500 1800 2100 2400

(分)

(人) 中学校　女子

0

200

400

600

800

1000

1200

0 300 600 900 1200 1500 1800 2100 2400

(分)

(人)

 

                              ※ 1 週間の総運動時間は、平日と土日を運動日数及び時間から算出 

■1週間の総運動時間と体力合計点の関連 
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○１週間の総運動時間では、中学校で運動する子どもとしない子どもの二極化が見られ

た。 

○１週間の総運動時間が６０分未満の子どもは、小学校男子が 12.1％（全国：10.5％）、

小学校女子が 21.8%（同 22.6%）、中学校男子が 7.6%（同 9.5%）、中学校女子が 30.8%

（同 31.6%）となっている。 

○１週間の総運動時間と体力合計点の関連を見ると、小中学校男女とも、運動時間の多い

児童ほど体力合計点が高い傾向が見られた。 

小学校 男子 小学校 女子 

中学校 女子 中学校 男子 

60 分未満 

12.1% 

60 分未満 

21.8% 

60 分未満 7.6% 

60 分未満 

30.8% 
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【運動部やスポーツクラブへの所属状況】 

＜調査結果概況＞ 

 

■運動部や地域スポーツクラブへの所属状況 

小学校５年生    運動部やスポーツクラブへの所属状況
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中学校２年生    運動部やスポーツクラブへの所属状況
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■運動部や地域スポーツクラブへの所属状況と体力合計点との関連 
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○運動部やスポーツクラブへの所属状況は、小学校では女子が全国平均に比べて 1.5 ポイ

ント高く、男子は 1.2 ポイント下回った。また、男女ともＨ２０年度より下回ってい

る。 

○中学校では、男子が全国に比べて 2.9 ポイント、女子が 1.1 ポイント高くなっている

が、Ｈ２０年度との比較では、小学校同様下回る結果となった。 

小学校 男子 小学校 女子 中学校 男子 中学校 女子 



- 68 - 

【運動・スポーツの実施状況(体育の時間を除く)】 

＜調査結果概況＞ 

 

■運動・スポーツの実施状況 

小学校５年生    運動・スポーツの実施状況

61.4%

63.1%

61.7%

37.1%

41.7%

42.5%

28.5%

25.8%

27.7%

44.7%

41.0%

39.6%

6.6%

7.2%

6.6%

12.7%

12.3%

12.4%

3.6%

3.9%

3.9%

5.5%

4.9%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H21全 国 男 子

H21香川県男子

H20香川県男子

H21全 国 女 子

H21香川県女子

H20香川県女子

ほとんど毎日 ときどき ときたま しない

 

中学校２年生    運動・スポーツの実施状況

83.1%

86.9%

85.6%

61.1%

62.7%

61.6%

7.7%

5.2%

6.3%

12.2%

10.0%

11.3%

4.4%

3.8%

3.7%

12.4%

11.2%

13.0%

4.7%

4.0%

4.3%

14.3%

16.1%

14.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H21全 国 男 子

H21香川県男子

H20香川県男子

H21全 国 女 子

H21香川県女子

H20香川県女子

ほとんど毎日 ときどき ときたま しない

 

■運動・スポーツの実施状況と体力合計点との関連 

56.9

50.4
47.1

44.6

0
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30

40
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80

ほとんど毎日 時々 ときたま しない

[点]

58.8
53.6

50.8 49.3
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ほとんど毎日 時々 ときたま しない

[点]

43.8

35.8
32.4 30.7
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ほとんど毎日 時々 ときたま しない

[点]

53.3

44.8
42.6 41.1
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30

40
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80

ほとんど毎日 時々 ときたま しない

[点]

 

○運動・スポーツの実施状況は、小学校では「ほとんど毎日」と答えた者が、全国平均を

男子で 1.7 ポイント、女子で 4.6 ポイント上回った。 

○中学校では、「ほとんど毎日」と答えた者が、男子で全国平均を 3.8 ポイント、女子が

1.6 ポイント上回った。 

○一方、「ときたま」(月に１～３回程度)、「しない」と答えた者は、小学校男子で

11.1％、女子で 17.2%、中学校男子で 7.8％、女子で 27.3%見られ、小学校男子と中学校

女子は全国平均を上回る結果となっている。 

小学校 男子 小学校 女子 中学校 男子 中学校 女子 
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【１日の運動・スポーツの実施時間(体育の時間を除く)】 

＜調査結果概況＞ 

 

■1 日の運動・スポーツの実施時間 

小学校５年生   1日の運動・スポーツの実施時間

11.7%

12.5%

13.0%

23.8%

21.8%

22.9%

17.1%

16.4%

16.6%

28.5%

29.3%

24.9%

25.1%

26.9%

26.1%

25.3%

25.9%

27.8%

46.1%

44.1%

44.3%

22.4%

23.0%

24.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H21全 国 男 子

H21香川県男子

H20香川県男子

H21全 国 女 子

H21香川県女子

H20香川県女子

30分未満 30分-１時間 1-2時間 2時間以上

 

中学校２年生   1日の運動・スポーツの実施時間

9.2%

7.7%

8.6%

29.0%

29.6%

30.3%

6.0%

3.5%

8.9%

6.8%

7.1%

20.8%

13.0%

13.4%

17.3%

10.5%

11.0%

63.9%

75.7%

73.8%

44.7%

53.1%

51.7%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H21全 国 男 子

H21香川県男子

H20香川県男子

H21全 国 女 子

H21香川県女子

H20香川県女子

30分未満 30分-１時間 1-2時間 2時間以上

■1日の運動・スポーツの実施時間と体力合計点との関連 

46.9
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56.5

59.7

0

10

20

30

40

50

60

70

80

30分未満 30分以上
１時間
未満

１時間以上
２時間未満
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[点]

 

○１日の運動・スポーツの実施時間を見ると、小学校では、「１時間以上２時間未満」「２時

間以上」と答えた者をあわせると、全国平均を男子で 0.2 ポイント、女子で 1.2 ポイント

上回った。 

○中学校では、「２時間以上」と答えた者の割合が、全国平均を男子で 11.8 ポイント、女子

で 8.4 ポイントと大幅に上回った。 

○一方、「30 分未満」と答えた者は女子に多く、香川県の男女で比較すると小学校で 9.3 ポ

イント、中学校で 21.9 ポイントの差が表れた。これは、昨年同様の結果となっている。 

小学校 男子 小学校 女子 中学校 男子 中学校 女子 
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 (２)食習慣・生活習慣の状況（児童質問紙調査） 

＜調査結果概況＞ 

 

■朝食の摂取状況            

小学校５年生   朝食の摂取状況

89.3%

88.6%

86.1%

91.2%

90.7%

89.1%

9.9%

10.6%

12.5%

8.3%

8.8%

10.1% 0.7%

0.5%

0.8%

0.8%

1.4%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H21全 国 男 子

H21香川県男子

H20香川県男子

H21全 国 女 子

H21香川県女子

H20香川県女子

毎日食べる 時々食べない 毎日食べない

 
中学校２年生   朝食の摂取状況

84.2%

85.8%

83.7%

84.0%

85.6%

83.8%

13.1%

12.4%

13.7%

13.9%

12.7%

14.5% 1.7%

2.1%

1.8%

2.8%

2.6%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H21全 国 男 子

H21香川県男子

H20香川県男子

H21全 国 女 子

H21香川県女子

H20香川県女子

毎日食べる 時々欠かす まったく食べない

■朝食の摂取状況と体力合計点との関連 

54.4

51.8

47.9

35

40

45

50

55

60

毎日食べる 時々食べない 毎日食べない

[点]

55.4

53.4

51.9

35

40

45

50

55

60

毎日食べる 時々食べない 毎日食べない

[点]

42.8

40.7
40.0

30

35

40

45

50

55

毎日食べる 時々欠かす まったく食べない

[点]

49.8

46.9

43.8

30

35

40

45

50

55

毎日食べる 時々欠かす まったく食べない

[点]

 

○朝食の摂取状況を見ると、小中学校とも「毎日食べる」割合が昨年度と比較して小学
校男子で 2.5 ポイント、女子で 1.6 ポイント、中学校男子が 2.1 ポイント、女子が
1.8 ポイント高い結果となった。全国平均との比較では、小学校はやや低く、中学校
ではやや高い状況となった。 

○睡眠時間では、小中学校とも、「６時間未満」の割合が昨年度と比較して低い結果とな
った。全国平均との比較では、小中学校とも睡眠時間が短い傾向にある。 

○朝食の摂取状況と体力合計点との関連では、「毎日食べる」集団が他の集団と比べて体
力合計点が高い傾向が見られた。また、睡眠時間と体力合計点との関連では、小学生
は「６時間未満」、中学生は「８時間以上」と答えた集団が、他の集団と比べて体力合
計点が低い傾向が見られた。 

○１日のテレビ(テレビゲームを含む)視聴時間では、小中学校男女とも１時間未満の児
童生徒の割合が全国平均と比較して多く、３時間以上の割合では、小学校男子で 3.2
ポイント、女子が 5.5 ポイント、中学校男子が 4.1 ポイント、女子が 5.6 ポイント少
なくなっている。また、Ｈ２０年度と比較して、小学校ではテレビ視聴時間が短い傾
向にある。 

小学校 男子 小学校 女子 中学校 男子 中学校 女子 
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■睡眠時間               

小学校５年生   １日の睡眠時間

6.1%

6.4%

7.7%

38.2%

40.3%

41.7%

38.6%

41.8%

43.0%4.7%

4.2%

3.8%

53.9%

50.6%

55.7%

53.3%

57.6%

52.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H21全 国 男 子

H21香川県男子

H20香川県男子

H21全 国 女 子

H21香川県女子

H20香川県女子

6時間未満 6-8時間 8時間以上

中学校２年生   １日の睡眠時間

10.3%

10.8%

12.6%

69.4%

70.5%

72.3%

72.3%

73.2%

72.2%

14.0%

15.3%

18.6% 9.3%

13.7%

18.7%

20.3%

15.1%

11.6%
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H21全 国 男 子

H21香川県男子

H20香川県男子

H21全 国 女 子

H21香川県女子

H20香川県女子

6時間未満 6-8時間 8時間以上

 
■睡眠時間と体力合計点との関連 
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53.9
54.6
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６時間未満 ６時間以上
８時間未満

８時間以上

[点]
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６時間未満 ６時間以上
８時間未満

８時間以上

[点]

 

■１日のテレビ(テレビゲームを含む)の視聴時間 

小学校５年生   1日のテレビ（テレビゲームを含む）の視聴時間

14.2%

14.8%

13.6%

16.7%

20.3%

16.1%

27.7%

31.5%

27.3%

29.8%

33.5%

32.2%

24.9%

23.7%

26.2%

25.0%

23.2%

25.3%

33.2%

30.0%

32.9%

28.5%

23.0%
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1時間未満 1-2時間 2-3時間 3時間以上
 

小学校 男子 小学校 女子 中学校 男子 中学校 女子 



- 72 - 

中学校２年生   1日のテレビ（テレビゲームを含む）の視聴時間

13.5%

14.8%

17.0%

12.0%

12.9%

13.0%

30.3%

33.6%

30.5%

27.4%

31.1%
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27.5%
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27.8%
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24.6%
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26.8%
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1時間未満 1-2時間 2-3時間 3時間以上

 

■１日のテレビ(テレビゲームを含む)の視聴時間と体力合計点との関連 
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(３)体育・保健体育の授業に関する意識の状況（児童質問紙調査） 

＜調査結果概況＞ 

 

 

 

 

 

■楽しさに関する意識          

小学校５年生   体育の授業は楽しいか

73.6%

73.9%

60.9%

61.9%

21.3%

21.1%

31.0%

30.8%

3.7%

3.5%

6.3%

5.9% 1.4%

1.8%

1.5%

1.4%
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香川県男子

全国   女子

香川県女子

１．楽しい ２．やや楽しい ３．あまり楽しくない ４．楽しくない
 

中学校２年生   体育の授業は楽しいか

54.8%

61.5%

40.6%

45.9%

35.4%

30.6%

42.6%

40.1%

7.0%

5.6%

12.5%

11.0%

2.8%

2.3%

4.2%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国   男子

香川県男子

全国   女子

香川県女子

１．楽しい ２．やや楽しい ３．あまり楽しくない ４．楽しくない
 

○「体育の授業が楽しい」と感じている子どもが９割前後に上るなど、全国の調査と同様
に体育・保健体育の授業や運動に対する肯定感が高い傾向にある。 

○学年性別で比べると、中学校女子が他の集団より否定的な回答をする傾向が見られた。 
○体育・保健体育の授業に関する意識と体力合計点との関連を見ると、小中学校男女と
も、全国の調査と同様に、回答が肯定的になるにつれて、体力合計点が高くなる傾向が
見られた。 

小学校 男子 小学校 女子 中学校 男子 中学校 女子 
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■楽しさに関する意識と体力合計点との関連 
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■体の動かし方やこつの理解 

小学校５年生  体育の授業で体の動かし方や運動のこつがわ
かったか

45.9%

49.5%
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中学校２年生   体育の授業で体の動かし方や運動のこつがわ
かったか

30.6%

34.2%

20.6%

23.4%
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■体の動かし方やこつの理解と体力合計点との関連 
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■運動やスポーツの上達に関する意識 

小学校５年生   体育の授業で、運動やスポーツが今までよりもう
まくできるようになったか
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59.9%

48.3%

52.5%

33.9%

32.0%

42.3%

39.3%

6.3%

6.1%

7.9%

6.9%

1.7%

2.1%

1.5%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国   男子

香川県男子

全国   女子

香川県女子

１．できる ２．ややできる ３．あまりできない ４．できない
 

57.4

52.2

49.5

45.7

30

35

40

45

50

55

60

楽しい やや楽しい あまり楽しくない 楽しくない

[点]

55.7

49.9

46.7 46.3

30

35

40

45

50

55

60

楽しい やや楽しい あまり楽しくない 楽しくない

[点]

小学校 男子 小学校 女子 中学校 男子 小学校 女子 

小学校 男子 小学校 女子 中学校 男子 中学校 女子 
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中学校２年生   体育の授業で、運動やスポーツが今までよりもう
まくできるようになったか

41.0%

43.0%

27.8%

30.1%

47.2%

45.1%

54.4%

53.6%

9.3%

9.5%

14.6%

13.9% 2.5%

3.2%

2.3%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国   男子

香川県男子

全国   女子

香川県女子

１．できる ２．ややできる ３．あまりできない ４．できない
 

■運動やスポーツの上達に関する意識 

56.6
51.1

46.2 46.5
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[点]

57.8
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47.7 45.6

0

10

20

30

40

50

60

70

80

うまくなった ややうまくなった あまりうまくならなかった うまくならなかった

[点]
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35.1 35.7
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[点]

54.7

48.8

41.9
37.9

0
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うまくなった ややうまくなった あまりうまくならなかった うまくならなかった

[点]

■体育の時間以外での実施状況 

小学校５年生   体育の授業で学習した運動を、授業以外でもして
いるか

38.4%

41.6%

30.6%

32.0%

29.4%

27.0%

37.4%

35.4%

20.4%

19.5%

22.4%

23.1% 9.5%

9.6%

12.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国   男子

香川県男子

全国   女子

香川県女子

１．している ２．ややしている ３．あまりしていない ４．していない
 

中学校２年生   体育の授業で学習した運動を、授業以外でもして
いるか

32.7%

32.4%

20.8%

19.6%

29.8%

27.6%

28.6%

27.1%

24.5%

25.1%

31.2%

33.0%

13.0%

14.9%

19.4%

20.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国   男子

香川県男子

全国   女子

香川県女子

１．している ２．ややしている ３．あまりしていない ４．していない

 
■体育の時間以外での実施状況と体力合計点との関連 

57.0
53.9

51.1
48.6
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している ややしている あまりしていない していない

[点]
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[点]
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している ややしている あまりしていない していない

[点]

 

小学校 男子 小学校 女子 中学校 男子 中学校 女子 

小学校 男子 小学校 女子 中学校 男子 中学校 女子 
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■学んだことの将来への期待感 

小学校５年生   体育の授業で学んだことは、将来役に立つか

51.8%

54.3%

41.2%

44.6%

33.7%

31.9%

42.0%

39.6%

9.8%

8.8%

12.6%

12.1%

4.7%

5.0%

4.1%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国   男子

香川県男子

全国   女子

香川県女子

１．役に立つ ２．やや役に立つ ３．あまり役に立たない ４．役に立たない

中学校２年生   体育の授業で学んだことは、将来役に立つか

37.4%

41.7%

23.4%

26.1%

43.9%

43.0%

49.5%

49.7%

13.4%

10.7%

20.6%

19.2% 5.0%

6.6%

4.6%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国   男子

香川県男子

全国   女子

香川県女子

１．役に立つ ２．やや役に立つ ３．あまり役に立たない ４．役に立たない

 
■学んだことの将来への期待感と体力合計点との関連 

55.8
52.8
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[点]
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(４)体育・保健体育の授業に関する取り組みの状況（学校質問紙調査） 

＜調査結果概況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

■運動ができるようになるための指導の重視   
運動ができるようになるための指導を重視しているか

48.2%

52.7%

58.4%

56.8%

47.6%

43.5%

38.9%

43.2% 0.0%

2.6%

4.1%

3.8%

0.0%

0.1%

0.0%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全   国

香川県

全   国

香川県

1.している 2.ややしている 3.あまりしていない 4.していない

小学校

中学校

  

○運動ができるようになるための指導を重視している学校は、小学校で 96.2％、
中学校で 100％となっている。 

○「運動の習慣化への取組」では、「している」「ややしている」をあわせると、小学校で
11.1 ポイント、中学校で、8.4 ポイント全国平均を上回っている。 

○小学校の体育の専門性を重視した指導の実施状況では、交換授業やティーム・ティーチ
ングが多く実施されている。特に香川県では、交換授業の割合が高い。 

○中学校の保健体育の指導の充実を図る取組では、ティーム・ティーチング、選択制の導
入が多く実施されている。 

○前回の調査結果を踏まえた取組では、全国の状況と比べて、小学校では、「体育の授業
以外での取組」中学校では、「家庭への働きかけ」の割合が多いのが特徴である。 

小学校 男子 小学校 女子 中学校 男子 中学校 女子 
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■運動量の確保の工夫 

適切な運動量が確保できるように指導を工夫しているか

60.4%

67.2%

76.6%

66.2%

38.0%

32.3%

22.8%

32.4%

0.5%

1.5%

0.5%

1.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全   国

香川県

全   国

香川県

1.している 2.ややしている 3.あまりしていない 4.していない

小学校

中学校

 
■発育発達や個人差を踏まえた指導の配慮    

発育発達や個人差を踏まえた指導に配慮しているか

56.8%

61.3%

61.3%

67.6%

39.9%

36.0%

35.5%

28.4%

2.7%

3.2%

3.1%

4.1%

0.1%

0.0%

0.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全   国

香川県

全   国

香川県

1.している 2.ややしている 3.あまりしていない 4.していない

小学校

中学校

 
■運動の習慣化への取組 

運動しない児童に運動を習慣化させるための取組をしているか

25.8%

25.4%

25.3%

23.3%

48.5%

60.0%

41.7%

52.1% 20.5%

28.2%

23.5%

13.5%

4.1%

4.9%

1.1%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全   国

香川県

全   国

香川県

1.している 2.ややしている 3.あまりしていない 4.していない

小学校

中学校

 
■体育の専門性を重視した指導の実施   ■保健体育の指導の充実を図る取組の実施 

小学校　　体育の専門性などを重視した指導を実施しているか

3.0%
8.1%

12.7%
7.0%

28.0% 26.9%

18.7%

40.9%

5.6% 4.8%

45.8%

30.6%

0%

20%

40%

60%

全   国 香川県

1.体育専科教員を配置 2.外部人材活用 3.ﾃｨｰﾑ・ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ

4.交換授業 5.その他 6.していない
 

中学校　　保健体育の指導の充実を図るための取組をしているか

5.4% 5.4%

37.2% 37.8%

47.4% 47.3%

13.5% 16.2%
21.5%

17.6%

0%

20%

40%

60%

全   国 香川県

1.外部人材活用 2.ﾃｨｰﾑ・ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ 3.選択制導入 4.その他 5.していない

 
■前回の調査結果を踏まえた取組 

小学校　　前回の結果を踏まえ、どのように取組を行ったか

54.7%
45.9%

53.6%

74.3%

29.8% 27.3%

2.3% 2.2%
10.6%

3.3%

0%

20%

40%

60%

80%

全   国 香川県

1.体育の授業改善 2.授業以外の取組 3.家庭への働きかけ

4.その他 5.していない
 

中学校　　前回の結果を踏まえ、どのように取組を行ったか

72.9% 69.1%

26.4% 27.9%

13.3%
20.6%

3.9% 1.5%
10.1% 10.3%

0%

20%

40%

60%

80%

全   国 香川県

1.体育の授業改善 2.授業以外の取組 3.家庭への働きかけ

4.その他 5.していない
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(５)体育・保健体育の授業以外での体力向上に係る取組の状況（学校質問紙調査） 

＜調査結果概況＞ 

 

 

 

 

 

■体育の授業以外での取組状況（有無） 

運動習慣確立のための手だての有無

74.6%

91.8%

38.7%

43.8%

25.4%

8.2%

61.3%

56.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全   国

香川県

全   国

香川県

１．している ２．していない

小学校

中学校

 
■体育の授業以外での取組状況の内容と期間 

授業以外での体力向上の取り組み

63.1%

93.0%

22.1%
17.6%

9.9% 8.1% 4.6% 6.8%

29.9%

3.8%

72.3%
77.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全   国 香川県 全   国 香川県

１．継続的な取組の実施 ２．特定日に啓発的取組 ３．特になし

小学校 中学校

体力向上の取り組みを行っている期間

28.6%

17.2% 20.7% 16.7%
8.5%

19.5%

8.3%
0.0%

63.0% 63.3%
71.0%

83.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全   国 香川県 全   国 香川県

１．３ヶ月未満 ２．６ヶ月程度 ３．１年以上

小学校 中学校小学校

 
■ 運動習慣確立のための手だて 

  

小学校　　運動習慣確立のための手だて

79.4% 82.8%

14.3% 16.0%
23.8%

13.6%12.7% 13.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全   国 香川県

1.休時間に運動時間を設定 2.保護者へ働きかけ 3.地域との連携 4.その他

中学校　　運動習慣確立のための手だて

28.8%

12.5%11.9%

18.8%
21.1%

25.0%

52.1% 50.0%

15.2% 15.6%

0%

20%

40%

60%

全   国 香川県

1.休時間に運動時間を設定 2.保護者へ働きかけ 3.地域との連携

4.運動部への加入率向上 5.その他

 

○体育の授業以外での取組状況は、全国平均と比べて小学校で 17.2 ポイント、中学校 5.1
ポイント上回っている。特に、小学校においては、90％以上の学校が継続的な取組を行
っている。 

○運動習慣確立のための手だてとしては、小学校では「休み時間等に運動時間を設
定している」割合が高い。一方、中学校では、その割合は低く、「運動部活動へ
の加入率を向上させる取組を行っている」が高くなっている。 
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「子どもの体力向上プラン(案)」に係るアンケート調査結果 
H22.1月実施 

１  どのような内容が参考になりましたか。（複数回答）                                        

                                  校種 

設問内容 

幼稚園 

(134園) 

小学校 

(186校) 

中学校 

(71校) 

ア  プランやキーワード、取組のポイント 76.1% 38.7% 47.9% 

イ  実践事例 87.3% 88.7% 94.4% 

ウ  全体計画や年間計画の例 69.4% 42.5% 52.1% 

エ  運動(遊び)やトレーニングメニュー等の例 67.9% 80.1% 60.6% 

オ  その他 2.2% 1.1% 0.0% 

どのような内容が参考になったか（幼稚園）

2.2%

67.9%69.4%

87.3%
76.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ア イ ウ エ オ

どのような内容が参考になったか（小学校）

1.1%

80.1%

42.5%

88.7%

38.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ア イ ウ エ オ

どのような内容が参考になったか（中学校）

47.9%

94.4%

52.1%
60.6%

0.0%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

ア イ ウ エ オ
 

その他 

 

 

２  付け加えたらよい内容があれば記入ください。(一部抜粋) 

 

 

・学校（園）で取り組む運動あそび   ・体育活動時の留意点    ・食育の実践   ・家庭や地域との

連携  ・日課の工夫 

 

・就学前に身につけておきたい運動能力（動き）を知りたい（幼） 

・外部指導者や団体などの情報（幼） 

・伝承遊びで体力向上につながるものを掲載（幼） 

・どのような成果・効果があったかを掲載（幼・小・中） 

・具体的な数値目標の例（幼・小・中） 

・保護者の声やアンケート結果（幼） 

・あそびの紹介を数多く掲載（幼） 

・最近の幼児体力テストの例（幼） 

・家庭啓発資料の例、視聴覚教材（幼） 

・起こりやすいケガ、注意する点等（幼） 

・教具、場の工夫、体力向上に効果のある新教材等の紹介（小） 

・カード、ワークシート等の例を数多く掲載（小） 

・具体的な取組に対しての問題点とその対策（小） 

・実践事例について児童や保護者の反応や意見（小） 

・学校規模や運動場の広さ等の記述（小） 

・体力要素と取組の関係（小） 

・トレーニングメニュー例を追加（小・中） 

・体育行事の例を数多く掲載（中） 

・運動が苦手な児童・生徒への取組例（中） 
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３  各学校(園)におけるプランへの取組状況について 

  【幼稚園】 
項         目 

プラン１  幼児が夢中になって戸外での遊びができる時間と場を用意する 

プラン２  戸外で過ごす心地よさを味わう園外保育を工夫する 

プラン３  自然に体を動かしたくなる園庭環境を工夫する 

プラン４  家庭や地域と連携して、幼児の体力向上に取り組む 

プラン５  望ましい生活習慣、食習慣を確立する取組を進める 

各プランの取組状況（幼稚園）

33.6%

29.9%

15.7%

10.4%

24.6%

65.7%

59.0%

70.1%

56.0%

69.4%

11.2%

14.2%

33.6%

0.7%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プラン１

プラン２

プラン３

プラン４

プラン５

ア  十分に取り組めている イ  取り組んでいる

ウ  十分に取り組めていない
       

【小学校】 
項         目 

プラン１  体育の活動内容の工夫と運動の質と量を確保する授業を行う 

プラン２  業前、業間等を利用して、楽しく体を動かす機会を設定する 

プラン３  自然に体を動かしたくなる運動環境の工夫をする 

プラン４  家庭や地域と連携して、児童の体力向上に取り組む 

プラン５  望ましい生活習慣、食習慣を確立する取組を進める 

各プランの取組状況（小学校）

13.4%

37.1%

11.3%

9.1%

34.9%

85.5%

55.9%

68.3%

55.4%

62.9%

7.0%

20.4%

34.9%

1.1%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プラン１

プラン２

プラン３
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【中学校】 

項         目 

① 運動習慣の確立に向けた体育の授業内容の工夫を行う 

② 運動部活動の運営を工夫する 

③ 意欲的に取り組める行事の工夫を行う 

④ 家庭や地域と連携して、生徒の体力向上に取り組む 

⑤ 望ましい生活習慣、食習慣を確立する取組を進める 

各プランの取組状況（中学校）
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  本プランは、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」に基づく子どもの体力向

上支援事業により設置した下記委員会において編集、作成した。 
 

     □ 子どもの体力向上支援委員会 
山 神 眞 一    香川大学教育学部教授 
川 田   学    香川大学教育学部准教授 
國 重 英 二    香川県小学校長会（坂出市立東部小学校長） 
小野坂一美    香川県国公立幼稚園ＰＴＡ連絡協議会副会長 
川 田 礼 子    香川県レクリエーション協会常任理事 
豊 島 邦 治    香川県中学校長会（高松市立太田中学校長） 
三野八重子    香川県ＰＴＡ連絡協議会副会長 
山崎真理子    香川県公立幼稚園長会（高松市立国分寺北部幼稚園長） 
関   栄 子    三豊市立大見幼稚園教諭 
西本佐和子    宇多津町立宇多津北小学校教諭 
高 木 成 明    高松市立太田中学校教諭 
古 川 久 美    高松市立香川第一中学校養護教諭 
山 本 克 枝    坂出市立川津小学校栄養教諭 
藤 本 泰 雄    香川県教育委員会事務局義務教育課長 
春 山 浩 康    香川県教育委員会事務局生涯学習・文化財課長 
渡 邊 勇 人    香川県教育委員会事務局保健体育課長 

       

     □ 体力向上支援プログラム作成委員会 
関   栄 子    三豊市立大見幼稚園教諭 
楠 見 秀 子    善通寺市立東部幼稚園副園長 
多 田 百 里    さぬき市立志度幼稚園教諭 
岡 本 圭 美    高松市立春日幼稚園教諭 
横 山 謙 治    三豊市立財田中小学校教諭 
西本佐和子    宇多津町立宇多津北小学校教諭 
上 村 英 則    さぬき市立富田小学校教諭 
谷 岡 直 樹    高松市立木太小学校教諭 
鳥 取  迅    観音寺市立中部中学校教諭 
中 山 美 樹    善通寺市立西中学校教諭 
中 村 徹 也    小豆島町立池田中学校教諭 
高 木 成 明    高松市立太田中学校教諭 
入 江 正 子    三豊市立大浜小学校養護教諭 
末久由美子    まんのう町立満濃中学校養護教諭 
棚 田 美 佳    東かがわ市立引田中学校養護教諭 
古 川 久 美    高松市立香川第一中学校養護教諭 
大矢美智子    三豊市立詫間中学校栄養教諭 
山 本 克 枝    坂出市立川津小学校栄養教諭 
西 森 千 鶴    さぬき市立大川第一中学校栄養教諭 
宮武千津子    高松市立国分寺南部小学校栄養教諭 

  

表紙のキャラクターは女の子が「 香
かおり

ちゃん」、男の子が「讃
さん

ちゃん」です。平成１３年に「讃岐っ子 

パワーみんなでチャレンジ事業」のイメージキャラクターとして誕生しました。友だちと仲良く、元気に 

活動する讃岐っ子を表したものです。 

 

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」に基づく子どもの体力向上支援事業 

讃岐っ子元気アッププラン 
平成 22 年 3 月 
 

香川県教育委員会事務局保健体育課 

高松市天神前 6番 1 号    天神前分庁舎 

TEL 087-832-3764  FAX 087-806-0235 


